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今週のキーワード

ナノ材料実用化
半導体、電池、医療で市場変革

45
件

記事数

13
カ国

対象国

90
%

NILコスト減

45
%

電池容量増

今週の全45記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 NIL次世代チップ 技術解説
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●

10nm以下の次世代チップ製造向けNILが、高解像度
・低コスト・高スループットを実現。EUV代替として
半導体業界を変革する可能性。

#02 LNP抗ウイルス戦略 学術レビ
ュー

●●●○
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●○
○

LNP含むナノ粒子媒介抗ウイルス戦略のメカニズムと
応用を詳解。mRNAワクチンで実証済みLNPが、次世
代抗ウイルス療法を大きく進歩させる可能性。

#03 金ナノ粒子がん治療 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

金ナノ粒子が光熱療法と遺伝子サイレンシングを組み
合わせ、がん幹細胞の表現型リプログラミングを促進
。難治性がん治療に新道。

#04 CAR-T開発加速 技術解説
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

ターゲット型ナノ粒子とCircular
RNAがCAR-T開発を加速。in
vivo送達と安全性向上で、個別化がん治療の実現へ。

#05 UbiQD生産能力拡大 企業発表
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○

UbiQDが量子ドット生産能力を12倍に拡大し、米国最
大規模に。温室用フィルムや太陽エネルギー分野への
応用を強化。

#06 MXeneナノ複合材電池 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

Zn2GeO4/MXeneナノ複合材がナトリウムイオン電池
アノードで高容量と99%超のクーロン効率を100サイ
クル維持。次世代SIBs実現へ。

#07 日本発QD医療 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

●

東北大学とNIMSが、1730nmで11.34%の高効率発
光するNdドープCdTe量子ドットを開発。深部組織NI
R-IIb/cバイオイメージングの臨床利用に道。

#08 廃水処理ギャップ 学術レビ
ュー

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●○
○

ナノ材料廃水処理の実用化には「ラボと現実のギャッ
プ」解消が不可欠。ナノスケール現象と生物学的・物
理化学的プロセスのシステム統合を提唱。

#09 癌治療ナノ粒子臨床 学術レビ
ュー

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●○
○

放射線増感ナノ粒子AGuIX/Hensify、金ナノ粒子Aur
oShellが癌治療臨床試験で有効性を実証。標的指向性
、副作用軽減に貢献。

#10 CNT形状記憶複合材 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

ポリウレタン/CNT複合材が応力フリー双方向形状記
憶と光刺激応答を実現。高強度・高熱伝導で航空宇宙
、ロボティクス等に応用期待。

#11 腫瘍微小環境改変 学術レビ
ュー

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●○
○

固形腫瘍へのナノ粒子送達課題を解明し、腫瘍微小環
境改変による新規戦略を提案。難治性がん治療の効率
改善に期待。

#12 LNP市場動向 市場レポ
ート

●●○○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
○

ナノテクノロジー創薬デリバリー市場でファイザー、
モデルナ、アストラゼネカがLNP技術をリード。ワク
チンから腫瘍学へ応用拡大。
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#13 グラフェン60応用 解説記事
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

グラフェンの60種類の産業利用を解説。断熱材、セン
サー、電池、ろ過膜など多岐にわたり、環境に優しい
未来の実現に貢献。

#14 CINCs遺伝子治療 企業発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

Optimeos Life SciencesがCoated Inverse Nanocarr
iersで90%超の治療用高分子封入効率を実現。次世代
遺伝子置換療法を加速。

#15 幹細胞LNP送達 製品紹介
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

OZ Biosciencesが幹細胞用mRNA送達LNPシステム「
NanOZ-LNP Stem」を開発。90%超のトランスフェ
クション効率と細胞生存率維持。

#16 植物由来AuNPs乳がん 学術レビ
ュー

●●●○
○

●○○○
○

●●○○
○

●●●●
●

●●○○
○

植物由来金ナノ粒子が乳がん標的薬物送達に応用され
、ROS生成とアポトーシス促進で抗腫瘍効果。前臨床
段階で有望。

#17
アプタマーAuNPs胃が
ん

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

アプタマー機能化金ナノ粒子がレーザー照射下で胃が
ん細胞への抗腫瘍効果を増強。標的選択性向上と非腫
瘍性毒性低減に期待。

#18
グラフェンペースト発
売

製品発表
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

HydroGraphがグラフェン20%含有の分散済みペース
トを発売。グラフェンの材料統合障壁を解消し、商用
利用を促進。

#19 ナノセルロース廃水膜 学術レビ
ュー

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●○
○

ナノセルロースろ過膜が産業廃水処理で高強度・生体
適合性を発揮し、汚染物質90%超を除去。持続可能な
廃水処理技術として期待。

#20 バイオマスグラフェン 企業発表
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

BioCene®がバイオマス由来グラフェンを建設・イン
フラ・エネルギー貯蔵市場で展開。米国で4,000トン
超の実績、国際パートナーシップ募集。

#21 埼玉大CQD制御 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

●

埼玉大学が原子欠陥を「プログラミング」し、カーボ
ン量子ドットの光学挙動を広範囲波長で精密制御。次
世代光デバイス開発を加速。

#22 PQD-LED高効率 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○

Soochow大学が近赤外ペロブスカイト量子ドットLED
で外部量子効率24.8%を達成。バイオイメージングと
情報暗号化に応用。

#23 グラフェン廃水処理 解説記事
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

グラフェンを用いた工業廃水処理技術を解説。有機汚
染制御とバイオファウリング抑制に貢献し、水質汚染
問題解決へ。

#24 LNPタンパク質送達 企業発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

Diversa Technologiesが生分解性LNPプラットフォー
ムを開発。タンパク質補充療法など次世代治療薬の標
的化・制御送達を加速。

#25 CNTセメント靭性向上 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

CNT強化セメント複合材が湿度70%で破壊靭性17.95
%向上。持続可能な建築材料開発に貢献し、インフラ
長寿命化へ。

#26
MXeneスーパーキャパ
シタ

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

Mo1.33CTx i-MXeneと水和V2O5を基盤とする高電
圧水系非対称スーパーキャパシタを開発。1.7V、25.
2 Wh·kg−1、10,000サイクル後86%容量維持。

#27 フラーレン最新情報 解説記事
●○○○

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

フラーレン（SWNT/MWNT）の特性と応用を詳解。S
WNTは超高速電気伝導、MWNTは高弾力性で多機能
複合材料に。

#28
CNT-グラフェンハイ
ブリッド

学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○

アークプラズマ技術でCNT-グラフェンハイブリッド
を合成。比表面積1401 m²/g、導電率52.2×10³
S/cmを達成し、水素貯蔵などに道。

#29
量子ドット量子コンピ
ュータ

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

ハイブリッドフォトニック量子コンピューティング向
けに数千の「産業対応」半導体量子ドットデバイス製
造に成功。量子コンピューティングの産業展開へ。

#30 ナノカーボンエポキシ 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

ナノカーボン強化エポキシ複合材が熱活性化形状記憶
と機械的強度を大幅向上。航空宇宙、自動車、適応構
造材料に応用期待。

#31 Prinano NIL量産 企業発表
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

●

中国PrinanoがNILで8インチフォトニックチップ量産
を主張、コスト90%削減か。半導体製造のコスト構造
に革命の可能性。
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距離

市場
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日本
関連度 一行サマリ

#32 First Graphene買収 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○

First GrapheneがMITO買収で米国防衛市場へ進出。P
ureGRAPH®パイプラインで1,000万ドル超の収益機
会創出。

#33 Nanoco事業再編 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●○○

○
●●○○

○
Nanoco Group PLCが上場廃止投票延期を受け株主協
議を開始。CFQD®事業の戦略再構築へ。

#34 GMG資金調達 企業発表
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○

GMGがATM株式発行でC$497,368.65を調達。グラフ
ェン製造事業とエネルギー貯蔵・省エネソリューショ
ンの開発資金を確保。

#35 ナノコンポジット市場 市場レポ
ート

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
○

ナノコンポジット先端材料市場が2034年までに600億
米ドルに成長予測。航空宇宙、自動車、エレクトロニ
クスが牽引。

#36 ISOシリカ微粒子規格 規格発表
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○

ISOが液体クロマトグラフィー用ナノポーラスシリカ
微粒子の国際技術仕様ISO/TS
4966:2026を公開。品質と性能の標準化を推進。

#37 ISOナノ命名法 規格発表
●○○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○

ISO/TS 5341:2026がナノテクノロジー分野の一般命
名法を標準化。研究者、産業界間のコミュニケーショ
ンを明確化。

#38 CNTプリントEL 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

CHASM Advanced MaterialsがRoosと提携し、CNT
ハイブリッド技術で透明プリントエレクトロニクス市
場を拡大。高機能製品対応強化。

#39 米EPAナノ規制 規制発表
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

米国EPAが特定の新規化学物質（ナノ材料含む）にSN
URを適用。製造・加工に90日前通知義務化で、環境
・人体影響を管理。

#40 Graphene2026会議 イベント
報告

●○○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●○○
○

●●○○
○

第16回Graphene2026国際会議がバルセロナで開催
。グラフェン・2D材料の最先端研究と産業応用を議論
し、商業化を加速。

#41 バイオM&A;動向 企業戦略
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

メルクKGaAがBio-Techneを113億ドルで買収しライ
フサイエンスツール強化。イプセンはKartos
Therapeuticsを買収し腫瘍パイプライン拡大。

#42 植物由来薬BPH 企業発表
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○

Jyong Biotechが植物由来治療薬Botreso®のグロー
バルライセンス交渉を開始。BPH対象の第III相試験で
安全性・忍容性を確立。

#43
Samsungグラフェン
電池

技術解説
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

Samsungの「グラフェンボール」技術がリチウムイ
オン電池容量を45%増、充電速度を5倍に向上。先進
材料市場を牽引し2032年に1022億ドル規模へ。

#44
GMGグラフェンコーテ
ィング

企業発表
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○

GMGがグラフェンコーティング「THERMAL-XR®」
の北米初大量出荷と米国EPA認可を取得。グローバル
商業化を加速。

#45
ZTTエネルギーソリュ
ーション

企業発表
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

ZTTがIntersolar Europe 2026で「太陽光＋エネルギ
ー貯蔵＋水素」フル産業チェーンソリューションを発
表。低炭素エネルギー移行を加速。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 中国のNIL技術台頭は、日本の半導体製造装置市場の設計前提を覆すか？
中国Prinanoがナノインプリントリソグラフィ（NIL）で8インチフォトニックチップの量産を主張し、コスト90%削減の
可能性を示唆。日本の半導体製造装置メーカーは、この低コスト化がもたらす市場変革にどう対応すべきか、早急な技術
評価と戦略見直しが求められます。

❷ 次世代電池材料の国際競争激化に、日本の材料・セルメーカーは対応可能か？
Samsungのグラフェンボール技術によるLiB容量45%増・充電速度5倍化、MXeneナノ複合材によるナトリウムイオン電
池の高容量・高サイクル安定性など、海外での電池材料開発が加速。日本の電池材料・セルメーカーは、これらの革新的
な材料技術をいかに取り込み、競争優位性を確立するか？

❸ 日本発の量子ドット技術は、医療・光デバイス市場で世界をリードできるか？
東北大学とNIMSが深部バイオイメージング向け高効率NdドープCdTe量子ドットを、埼玉大学が広範囲波長制御可能なC
QDを開発。これらの学術的ブレークスルーをいかに迅速に産業化し、医療機器や光デバイス市場でグローバルな競争力を
確立するかが問われています。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

Samsung電池NIL半導体

中国NIL
MXene電池

日本発QD

埼玉大CQD
LNP市場

米EPA規制

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● Samsung電池 注意 高性能電池材料の需要増 日本の電池産業競争激化

● NIL半導体 注意 低コスト製造装置の機会 既存装置市場の陳腐化

● 中国NIL 注意 NIL技術導入の契機 中国勢の半導体市場進出

● MXene電池 注意 次世代電池材料の開拓 既存LiB材料の代替リスク

● 日本発QD 機会大 医療診断・手術支援の新市場 —

● 埼玉大CQD 機会大 光デバイス・センサー開発加速 —

● LNP市場 機会大 創薬デリバリー市場参入 —
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● 米EPA規制 脅威大 安全性評価技術の強化 新規材料開発コスト増
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深掘り ① ― Samsung「グラフェンボール」電池革命
#43 | 2026/06/26 | Industry Today | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●●

Samsungが開発した「グラフェンボール」技術は、リチウムイオン電池の容量を45%増加させ、充電速度を5倍に高速
化する画期的な成果を達成しました。グラフェン層をシリカナノ粒子でコーティングすることで、リチウムイオンの移
動を促進し、高容量と高速充電を両立。電気自動車やモバイルデバイス市場に大きな影響を与え、グラフェン複合材料
市場は2032年までに1022億ドル規模に成長すると予測されています。

Samsungは2026年から2027年にかけてグラフェン強化量子ドットディスプレイの商業化も目指しており、ナノテク
ノロジーの産業応用を多角的に加速させています。この技術は、エネルギー密度と電力密度の両面で既存技術を大幅に
上回り、次世代バッテリーの標準を確立する可能性を秘めています。

▶ 技術者の視点

Samsungのグラフェンボール技術は、LiBの性能を劇的に向上させる可能性を秘めており、特にEVやモ
バイル機器市場へのインパクトは計り知れません。容量45%増、充電速度5倍という数値は非常に魅力
的ですが、グラフェン材料の量産コスト、長期的なサイクル寿命、安全性（特に発火リスク）に関する
詳細なデータが不足しており、実用化にはさらなる検証が必要です。日本企業にとっては、既存の電池
材料サプライヤーやセルメーカーがこの技術をいかに迅速に取り込むかが【機会】となります。一方で
、Samsungがこの技術で先行すれば、日本の電池産業が競争力を失う【脅威】にもなり得ます。R&D;
部門はグラフェン系材料の最新動向を注視し、調達部門は代替材料のサプライヤー探索を急ぐべきです
。

深掘り ② ― 日本発！深部医療イメージング用QD
#07 | 2026/06/25 | PubMed | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●○○ データ信頼性●●●●●
日本関連度●●●●●

東北大学と物質・材料研究機構（NIMS）が、近赤外第二領域（NIR-IIb/c）において1730 nmで11.34%という高い
フォトルミネッセンス量子収率（PLQY）を示すNdドープCdTe量子ドットを開発しました。この量子ドットは、エネル
ギーギャップ法則を克服し、水溶液中で安定した高効率発光を示します。深部組織や蛍光ガイド手術用の臨床グレード
NIR-IIイメージングを可能にし、がん診断や外科手術における高精度な画像診断への道を開きます。

ポラロン工学という新しいアプローチにより、量子ドット内部の電子と格子振動の相互作用を精密に制御し、長波長で
の高効率発光を実現。生体組織への光吸収・散乱が少ない1730 nmで高感度・高解像度画像取得が可能となり、深さ数
ミリメートル以上の深部組織の血管構造や腫瘍検出に貢献します。

▶ 技術者の視点

東北大学とNIMSによるこの成果は、NIR-IIb/c領域での高効率発光量子ドットという、医療イメージン
グ分野の長年の課題を解決する学術的ブレークスルーです。PLQY 11.34%は、この波長域では非常に
高い数値であり、深部組織イメージングの感度を劇的に向上させる可能性を秘めています。ただし、Cd
Teはカドミウムを含むため、生体内での長期安全性や毒性評価が最も重要な未解決課題です。日本企業
にとっては、この技術を基盤とした医療診断機器や蛍光ガイド手術システム開発における【機会】が大
きく、特に医療機器メーカーや診断薬メーカーは、共同研究やライセンス取得を検討すべきです。R&D;
部門は、カドミウムフリー化の研究や、生体適合性評価の専門家との連携を「短期」で開始すべきです
。
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深掘り ③ ― 次世代半導体製造のNIL技術動向
#01 | 2026/06/25 | ChipXpert | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●○○
日本関連度●●●●●

ナノインプリントリソグラフィ（NIL）は、10nm以下の特徴サイズを持つ次世代半導体チップ製造において、高解像
度、低コスト、高スループットを可能にする先進的なパターニング技術として注目されています。物理的にパターンを
レジスト層に転写し、熱またはUV光で硬化させることで機能し、従来の光リソグラフィの限界を超えるチップスケーリ
ングを実現するための強力な候補と見なされています。

EUVリソグラフィと比較して、NILは設備投資や運用コストを大幅に削減できる可能性があり、半導体製造コストの低
減に直結します。キヤノンやMorphotonicsといった企業がこの技術を積極的に推進しており、メモリーや特定用途向
けICなど、高解像度とコスト効率が求められる分野での量産適用への道を模索しています。

▶ 技術者の視点

NILは、EUVリソグラフィの莫大なコストと技術的複雑性に対する費用対効果の高い代替手段として、
半導体業界で長らく期待されてきました。10nm以下の微細加工が可能という点は、特にメモリーやフ
ォトニックチップなど、特定のアプリケーションで大きな【機会】をもたらします。キヤノンがこの技
術を推進していることは、日本の半導体製造装置産業にとって大きな【機会】ですが、中国Prinanoの8
インチ量産主張（#31）は、技術のコモディティ化と競争激化の【脅威】を示唆しています。NILの欠
陥制御、モールド寿命、大規模生産における均一性確保が実用化の鍵です。半導体PKG部門は、NILの
技術ロードマップとコスト構造を「即時」に評価し、R&D;部門はNIL対応の材料開発（レジスト、モー
ルド材）を「短期」で進めるべきです。

その他の注目記事
MXeneスーパーキャパシタ、高電圧・高容量・高安定性を実現 (MDPI)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

MXeneとV2O5複合材による水系スーパーキャパシタは、高電圧1.7Vと高容量25.2
Wh·kg−1、10,000サイクル後86%維持を実現。次世代エネルギー貯蔵の有力候補。

量子ドット量子コンピュータ、産業対応デバイス数千個製造に成功 (arXiv)
技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

III-V族半導体プロセスで数千個の量子ドットデバイス製造に成功。7粒子エンタングルメント、マイクロ秒コヒーレン
スを実現し、量子コンピューティングの産業化を加速。

癌治療ナノ粒子、臨床試験で有効性を実証 (PMC)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

放射線増感ナノ粒子AGuIX/Hensify、金ナノ粒子AuroShellが癌治療臨床試験で有望な結果。標的指向性と副作用軽減
で癌治療に新パラダイム。

幹細胞用mRNA送達LNPシステム、90%超の効率と生存率維持 (OZ Biosciences)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

OZ Biosciencesが幹細胞向けLNPシステム「NanOZ-LNP
Stem」を開発。90%超のトランスフェクション効率と細胞生存率維持で再生医療を加速。

ナノコンポジット先端材料市場、2034年までに600億ドルに成長予測 (Market.us)
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●

ナノコンポジット先端材料市場は2034年までに600億ドル規模に成長予測。航空宇宙、自動車、エレクトロニクスが主
要牽引役となり、広範な産業に影響。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【半導体PKG】NIL技術の最新動向（特に中国Prinanoの量産主張）を調査し、自社の製造プロセスや材料調達
への影響を評価する。

• 【調達】米国EPAによるナノ材料規制（SNUR）の詳細を確認し、関連する新規化学物質の製造・加工計画への
影響を法務・環境部門と連携して評価する。

• 【R&D;】Samsungのグラフェンボール技術（#43）に関する公開特許や論文を深掘りし、LiB性能向上メカニ
ズムの理解を深める。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】東北大学・NIMSのNdドープCdTe量子ドット（#07）について、医療機器メーカーとの共同研究の
可能性を検討する。特にカドミウムフリー化の課題解決に向けたアプローチを模索する。

• 【R&D;】埼玉大学のCQD欠陥工学（#21）を応用した光デバイスやセンサー開発の可能性について、社内技術
シーズとの連携を検討する。

• 【EV設計】MXeneナノ複合材を用いたナトリウムイオン電池（#06）の性能評価データを詳細に分析し、将来
的なEV用バッテリー材料としての採用可能性を検討する。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画】ナノテクノロジー創薬デリバリー市場（LNP技術含む、#12）の成長戦略を策定し、日本の製薬・
材料メーカーが参入・競争優位を確立するためのロードマップを作成する。

• 【R&D;】グラフェンおよび2D材料の多様な産業応用（#13, #18, #20, #23, #27, #28, #30, #32, #34,
#40, #44）を包括的に評価し、自社のコア技術とのシナジーを創出する戦略を立案する。

• 【調達】ナノ材料のサプライチェーンにおけるリスクと機会を特定し、安定供給とコスト競争力を確保するため
のグローバル調達戦略を構築する。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-07-04
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収録記事一覧

#01 ナノインプリントリソグラフィ、10nm以下の次世代チップ製造で高解像度・低コスト・高スル
ープットを実現

#02 MDPI、パンデミック対策に脂質ナノ粒子（LNP）含むナノ粒子媒介抗ウイルス戦略のメカニズム

と応用を詳解

#03 金ナノ粒子、がん幹細胞の治療に成功：光熱療法と遺伝子サイレンシングで表現型リプログラミ
ングを促進

#04 ターゲット型ナノ粒子とCircular RNAがCAR-T開発を加速：AI活用でin vivo送達と安全性向上

#05 UbiQD、量子ドット生産能力を12倍に拡大、米国最大規模へ：ロスアラモスに新工場取得

#06 MXeneナノ複合材、ナトリウムイオン電池アノードで75 mAh g-1の高容量と99%超のクーロン

効率を100サイクル維持

#07 東北大学と物質・材料研究機構が共同開発：1730nmで11.34%の高効率発光するNdドープ
CdTe量子ドット、NIR-IIb/cバイオイメージングで深部組織の臨床利用に道

#08 MDPI、ナノ材料廃水処理の「ラボと現実のギャップ」解消を提唱：システム統合で実用化へ

#09 放射線増感ナノ粒子AGuIXとHensify、金ナノ粒子AuroShellが癌治療の臨床試験で有効性を実証

#10 MDPI、ポリウレタン/CNT複合材で応力フリー双方向形状記憶を実現：高強度・高熱伝導で光刺
激応答も

#11 ACS論文が固形腫瘍におけるナノ粒子送達の課題を解明：腫瘍微小環境改変による新規戦略を提
案

#12 DataM Intelligenceがナノテクノロジー創薬デリバリー市場の主要プレイヤーを特定：ファイザ

ー、モデルナ、アストラゼネカがLNP技術をリード

#13 Arminanoがグラフェン60種類の産業利用を解説：断熱材、センサー、電池、ろ過膜など多岐に
わたる応用

#14 Hatch BioFund、Optimeos Life Sciencesに投資：Coated Inverse Nanocarriersで90%超の
治療用高分子封入効率を実現

#15 OZ Biosciences、幹細胞用mRNA送達LNPシステム「NanOZ-LNP Stem」を開発：90%超のト

ランスフェクション効率と細胞生存率維持

#16 パキスタン研究者が植物由来金ナノ粒子を乳がん標的薬物送達に応用：ROS生成とアポトーシス
促進で治療進展

#17 ResearchGateがアプタマー機能化ナノ粒子の癌標的戦略を分析：レーザー照射下で胃癌細胞へ
の抗腫瘍効果を増強

#18 HydroGraph、グラフェン20%含有のFractal Graphene Paste™を発売：インテグレーションの
障壁を解消し商用利用を促進



#19 Emerald Publishingがナノセルロースろ過膜の産業廃水処理応用をレビュー：高強度・生体適合
性で汚染物質90%超を除去

#20 アイルランド企業BioCene®、バイオマス由来グラフェンを建設・インフラ・エネルギー貯蔵市

場で展開：米国で4,000トン超の実績、国際パートナーシップを募集

#21 埼玉大学研究者が原子欠陥を「プログラミング」：カーボン量子ドットの光学挙動を広範囲波長
で精密制御

#22 Soochow大学が近赤外ペロブスカイト量子ドットLEDで外部量子効率24.8%を達成：バイオイ
メージングと情報暗号化に応用

#23 Inspenet、グラフェンを用いた工業廃水処理技術を解説：有機汚染制御とバイオファウリング抑
制に貢献

#24 Diversa Technologies、タンパク質補充療法向けに生分解性脂質ナノ粒子プラットフォームを開
発：次世代治療薬開発を加速

#25 ACS論文、CNT強化セメント複合材の破壊靭性が湿度70%で17.95%向上：持続可能な建築材料
開発に寄与

#26 MDPIがMo1.33CTx i-MXeneと水和V2O5を基盤とする高電圧水系非対称スーパーキャパシタを
開発：1.7V、25.2 Wh·kg−1、10,000サイクル後86%容量維持

#27 ブリタニカがフラーレンの最新情報を公開：SWNTの超高速輸送とMWNTの多機能性を詳解

#28 イラク研究者がアークプラズマ技術でCNT-グラフェンハイブリッドを合成：比表面積1401
m²/g、導電率52.2×10³ S/cmを達成し、水素貯蔵などに道

#29 arXiv、ハイブリッドフォトニック量子コンピューティング向けに数千の「産業対応」半導体量
子ドットデバイス製造に成功

#30 Emerald Publishingがナノカーボン強化エポキシ複合材の研究を発表：熱活性化形状記憶と機械
的強度を大幅向上

#31 中国スタートアップPrinanoがナノインプリントリソグラフィで8インチフォトニックチップ量産

を主張：コスト90%削減か

#32 First GrapheneがMITO買収で米国防衛市場へ進出、PureGRAPH®パイプラインで1,000万ドル
超の収益機会創出

#33 Nanoco Group PLC、上場廃止投票延期を受け株主協議を開始、CFQD®事業の戦略再構築へ

#34 Graphene Manufacturing Group、ATM株式発行でC$497,368.65を調達、グラフェン事業拡大
資金を確保

#35 ナノコンポジット先端材料市場、2034年までに600億米ドルに成長予測 (Market.usレポート)

#36 ISOが液体クロマトグラフィー用ナノポーラスシリカ微粒子の国際技術仕様ISO/TS 4966:2026
を公開

#37 ナノテクノロジー分野の共通言語確立へ：ISO/TS 5341:2026が一般命名法を標準化



#38 CHASM Advanced Materials、Roosと提携しCNTハイブリッド技術で透明プリントエレクトロ
ニクス市場を拡大

#39 米国EPA、特定の新規化学物質（ナノ材料含む）にSNURを適用、製造・加工に90日前通知義務

化

#40 第16回Graphene2026国際会議がバルセロナで開催、グラフェン・2D材料の最先端研究と産業
応用を議論

#41 メルクKGaAがBio-Techneを113億ドルで買収、ライフサイエンスツール強化へ；イプセンは
Kartos Therapeuticsを最大17.5億ドルで取得し腫瘍パイプライン拡大

#42 Jyong Biotech、植物由来治療薬Botreso®のグローバルライセンス交渉開始を発表、良性前立
腺肥大症（BPH）対象の第III相試験4件で安全性・忍容性を確立

#43 Samsungの「グラフェンボール」技術がリチウムイオン電池容量を45%増、充電速度を5倍に向
上させ、先進材料市場を牽引、2032年に1022億ドル規模へ

#44 Graphene Manufacturing Group (GMG)、グラフェンコーティング「THERMAL-XR®」の北米
初大量出荷を達成し米国EPA認可を取得、グローバル商業化を加速

#45 ZTT、Intersolar Europe 2026で「太陽光＋エネルギー貯蔵＋水素」フル産業チェーンソリュー
ションを発表、コア材料からターンキーサービスまで垂直統合で低炭素エネルギー移行を加速



#01 ナノインプリントリソグラフィ、10nm以下の次世代
チップ製造で高解像度・低コスト・高スループットを実現

01_ナノインプリントリソグラフィ、10nm以下の次世代チップ製造で高解像度・低コスト・高
スループットを実

概要

ナノインプリントリソグラフィ（NIL）は、10nm以下の特徴サイズを持つ次世代半導

体チップ製造において、高解像度、低コスト、高スループットを可能にする先進的な
パターニング技術として注目されています。この技術は物理的にパターンをレジスト
層に転写し、熱またはUV光で硬化させることで機能します。従来の光リソグラフィの

限界を超えるチップスケーリングを実現するための強力な候補と見なされており、半
導体業界の将来を大きく変える可能性を秘めています。

公開日 2026年06月25日  ChipXpert  国際



詳細

主要成果

ナノインプリントリソグラフィ（NIL）は、10nm以下の微細な特徴サイズを実現できる
画期的なパターニング技術として、次世代半導体製造の最前線に躍り出ています。この
技術は、高解像度、低コスト、そして高いスループットという、製造業者が長年追い求
めてきた三つの重要な要素を同時に提供する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

NILの核心は、ナノ構造化されたモールドを直接レジスト層に物理的に押し付け、その
パターンを転写する点にあります。このプロセスは、熱またはUV光を用いてレジスト
を硬化させることで完了します。光学リソグラフィのように光の波長による回折限界に
制約されないため、より微細なパターン形成が可能となり、サブ10nm世代の半導体デ
バイス製造に不可欠な技術として期待されています。従来のEUV（極端紫外線）リソグ
ラフィと比較して、NILは設備投資や運用コストを大幅に削減できる可能性があり、こ
れは半導体製造コストの低減に直結します。

背景・業界文脈

ムーアの法則に従い、半導体業界は数十年にわたりチップの集積度を高め、性能を向上
させてきました。しかし、光リソグラフィは物理的な波長限界に近づき、そのコストは
指数関数的に上昇しています。High-NA EUVなどの次世代光リソグラフィも開発されて
いますが、その導入には莫大なコストがかかります。NILは、これらの課題に対する費
用対効果の高い代替手段として浮上し、特にメモリーや特定用途向けICなど、高解像度
とコスト効率が求められる分野での応用が期待されています。キヤノンやMorphotonics

といった企業がこの技術を積極的に推進しており、量産適用への道を模索しています。



今後の展望

NILが本格的に導入されれば、半導体製造のコスト構造に革命をもたらし、より高性能
で安価なチップの普及を加速させるでしょう。既存の製造技術とのハイブリッドシステ
ムとしての統合も視野に入れられており、多様な製造ニーズに対応する柔軟性も持ち合
わせています。NILの進化は、AI、IoT、5Gといった技術の発展を支える基盤となり、情
報化社会のさらなる進展に不可欠な役割を果たすと予測されます。今後の課題は、欠陥
制御、モールドの寿命、そして大規模生産における均一性の確保ですが、これらに対す
る研究開発も活発に進められています。

元記事: https://chipxpert.in/nanoimprint-lithography-for-future-chips/

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://chipxpert.in/nanoimprint-lithography-for-future-chips/


#02 MDPI、パンデミック対策に脂質ナノ粒子（LNP）含
むナノ粒子媒介抗ウイルス戦略のメカニズムと応用を詳解

02_MDPI、パンデミック対策に脂質ナノ粒子（LNP）含むナノ粒子媒介抗ウイルス戦略のメカ
ニズムと応用を

概要

MDPIの最新レビューは、脂質ベース、高分子、無機、ハイブリッドのナノ粒子を用い

た抗ウイルス戦略に焦点を当て、そのメカニズムと応用を詳細に分析しています。特
にmRNAワクチンで採用されている脂質ナノ粒子（LNP）システムは、迅速な対応能力
と核酸送達の効率性から、パンデミック対策において極めて重要であると指摘されて

います。ナノ粒子プラットフォームはウイルスのライフサイクルの複数の段階を標的
とでき、細胞内送達と治療特異性を高めることで、次世代の抗ウイルス療法を大きく

進歩させる可能性を秘めています。

公開日 2026年07月03日  MDPI  国際



詳細

主要成果

MDPIが発表した包括的なレビュー論文は、パンデミック対策におけるナノ粒子媒介抗
ウイルス戦略の最新の進展を詳細に解説しており、特に脂質ナノ粒子（LNP）システム
がその迅速な応答性と核酸送達能力において極めて重要な役割を果たすことを強調して
います。これらのナノ粒子は、ウイルスのライフサイクルの複数の段階を効果的に標的
とし、細胞内送達と治療の特異性を大幅に向上させる可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

レビューでは、脂質ベース、高分子、無機、およびハイブリッドナノ粒子といった多様
なナノ粒子プラットフォームのメカニズムと応用が詳細に検討されています。LNPは、
mRNAワクチンの成功を通じてその有効性が広く認識されており、安定した核酸送達、
生体適合性、および免疫応答の誘導において優れた特性を示します。ナノ粒子は、ウイ
ルスが細胞に侵入するのを阻害したり、ウイルス複製に必要な宿主因子を標的とした
り、免疫システムを活性化してウイルス感染細胞を除去したりするなど、ウイルスのラ
イフサイクルの様々な段階で作用できます。これにより、従来の抗ウイルス薬では困難
だった標的化と細胞内への効率的な送達が実現可能となります。

背景・業界文脈

過去のパンデミックの経験から、迅速かつ効果的な抗ウイルス治療法の開発は、公衆衛
生上の緊急課題としてその重要性を増しています。特に新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）パンデミックにおいては、LNPを基盤とするmRNAワクチンが記録的な速
さで開発・承認され、その有効性が世界中で実証されました。これにより、LNP技術は
核酸医薬のデリバリーにおけるデファクトスタンダードとしての地位を確立しました。
従来の低分子医薬や抗体医薬では対応が困難な新型ウイルスに対しても、LNPのような
ナノ粒子プラットフォームは迅速な設計変更と製造が可能であり、将来のパンデミック
に備える上で不可欠なツールとなりつつあります。



今後の展望

ナノ粒子媒介抗ウイルス戦略の将来は非常に有望であり、レビューは、個別化医療や予
防医療への応用拡大を示唆しています。研究開発は、ナノ粒子の生体内安定性、標的特
異性の向上、および副作用の最小化に焦点を当てています。さらに、AIや機械学習を活
用したナノ粒子の設計最適化、ならびに様々なウイルス感染症に対応できる汎用性の高
いプラットフォームの開発が期待されています。これらの進展により、次世代の抗ウイ
ルス療法は、より安全で効率的、そして迅速に展開されることで、将来のパンデミック
リスクに対する人類の備えを格段に強化するでしょう。

元記事: https://www.mdpi.com/3042-9323/1/2/8

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/3042-9323/1/2/8


#03 金ナノ粒子、がん幹細胞の治療に成功：光熱療法と遺
伝子サイレンシングで表現型リプログラミングを促進

03_金ナノ粒子、がん幹細胞の治療に成功：光熱療法と遺伝子サイレンシングで表現型リプロ
グラミングを促進

概要

金ナノ粒子（AuNPs）は、がん幹細胞（CSCs）の治療において、物理的細胞毒性と生

化学的調節を組み合わせることで大きな進展を見せています。これらのナノ粒子は、
高い原子番号により局所的な放射線効果を増強し、調整可能な表面プラズモン共鳴
（LSPR）を介した光熱療法（PTT）で細胞死を誘導します。乳酸オキシダーゼ機能化

AuNPsによる代謝ゲーティングやsiRNA送達AuNPsによる遺伝子サイレンシングといっ
た最新の進歩は、CSCsの表現型リプログラミングを促進し、難治性がん治療に新たな

道を開きます。

公開日 2026年07月02日  Dove Medical Press  国際



詳細

主要成果

金ナノ粒子（AuNPs）を用いたがん幹細胞（CSCs）治療において、物理的な細胞毒性と
生化学的な調節機能を兼ね備えることで顕著な進歩が見られました。特に、AuNPsは局
所的な放射線効果を増強し、光熱療法（PTT）を可能にする特性を持つことから、難治
性がんに対する新たな治療選択肢として期待されています。

技術・臨床詳細

AuNPsは、その高い原子番号により、X線照射下での局所的な線量増強効果が確認され
ており、これは放射線療法の効果を大幅に向上させます。また、AuNPsの表面プラズモ
ン共鳴（LSPR）特性は、特定の波長の光を吸収して熱に変換する光熱療法（PTT）に応
用され、周囲の健康な組織への影響を最小限に抑えつつ、がん細胞を効率的に破壊しま
す。最近の研究では、乳酸オキシダーゼを機能化したAuNPsを用いてCSCsの代謝経路を
標的とする「代謝ゲーティング」アプローチが報告されています。これにより、CSCsの
増殖を抑制し、薬剤感受性を回復させることが可能です。さらに、siRNAをAuNPsに搭
載して特定の遺伝子発現をサイレンシングすることで、CSCsの自己複製能力や薬剤耐性
を標的とした遺伝子治療も進んでいます。

背景・業界文脈

がん幹細胞は、多くのがんの再発、転移、および化学療法・放射線療法への抵抗性の原
因とされており、既存の治療法では根絶が極めて困難です。そのため、CSCsを標的とし
た治療法の開発は、がん治療の最大の課題の一つです。AuNPsは、その生体適合性、表
面修飾の容易さ、および多様な物理的・化学的特性から、がんナノ医療において非常に
有望なプラットフォームとして広く研究されてきました。特に、薬剤耐性や細胞死から
の回避といったCSCsの特性を克服するために、複数の作用機序を組み合わせたアプロー
チが求められています。



今後の展望

金ナノ粒子を基盤とするCSCs治療は、がんの根治を可能にする画期的なアプローチとな
る可能性があります。今後は、これらのナノプラットフォームの臨床応用に向けたin

vivoでの安全性と有効性の検証が不可欠です。閉ループテラノスティクス（診断と治療
を一体化させたシステム）の概念を取り入れることで、治療効果のリアルタイムモニタ
リングと個別最適化が可能となり、より精密な医療が実現すると期待されています。乳
がん、胃がんなど様々な固形がんに対するAuNPsの応用が進められており、将来的には
既存治療との併用による相乗効果も探索されるでしょう。

元記事: https://www.dovepress.com/gold-nanoplatforms-for-phenotypic-reprogramming-and-closed-

loop-theran-peer-reviewed-fulltext-article-IJN

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.dovepress.com/gold-nanoplatforms-for-phenotypic-reprogramming-and-closed-loop-theran-peer-reviewed-fulltext-article-IJN
https://www.dovepress.com/gold-nanoplatforms-for-phenotypic-reprogramming-and-closed-loop-theran-peer-reviewed-fulltext-article-IJN


#04 ターゲット型ナノ粒子とCircular RNAがCAR-T開発を
加速：AI活用でin vivo送達と安全性向上

04_ターゲット型ナノ粒子とCircular RNAがCAR-T開発を加速：AI活用でin vivo送達と

概要

標的型ナノ粒子デリバリーシステム、特にEndless RNA (eRNA)とTargeted

Nanoparticle (TNP)の組み合わせが、CAR-T細胞療法の開発を大きく加速させていま
す。この革新的なアプローチは、RNAペイロードを患者自身の免疫細胞に直接in vivo

で送達することを可能にし、非統合型かつ一時的な作用により、従来のCAR-T療法と
比較して安全性プロファイルを向上させます。AIの活用は、eRNA構築物とTNP送達ビ
ークルの最適化に不可欠であり、望ましい生物学的結果を効率的に導き出すことで、

個別化されたがん治療の実現に向けた道を切り開いています。

公開日 2026年07月02日  Advancing RNA  アメリカ



詳細

主要成果

ターゲット型ナノ粒子とCircular RNA（eRNA）の組み合わせが、CAR-T細胞療法の開発
において画期的な進展をもたらしています。この技術は、RNAペイロードを患者自身の
免疫細胞に直接in vivoで送達することを可能にし、非統合型かつ一時的な作用により、
治療の安全性と柔軟性を大幅に向上させます。

技術・臨床詳細

従来、CAR-T細胞療法は体外で遺伝子改変したT細胞を患者に戻すアプローチが主流で
したが、eRNAとターゲット型ナノ粒子（TNP）システムは、このプロセスを体内で完
結させることを目指しています。TNPは、細胞特異的なターゲティングリガンドと
eRNAを封入することで、特定の免疫細胞（例えばT細胞）に効率的にRNAを運びます。
eRNAは線形mRNAと比較して環状構造を持つため、酵素による分解を受けにくく、細
胞内での安定性が高く、長期間にわたるタンパク質発現が期待されます。また、非ウイ
ルス性であるため、ゲノム統合のリスクがなく、ウイルスベクターに起因する免疫原性
や毒性の問題を回避できます。これにより、全身投与が可能となり、CAR-T細胞療法を
より多くの患者に適用できるようになります。

背景・業界文脈

CAR-T細胞療法は、血液がんにおいて目覚ましい成功を収めていますが、固形腫瘍に対
する有効性の限界、製造コストの高さ、そして重篤な副作用（サイトカイン放出症候
群、神経毒性など）が課題として残っています。eRNAとTNPを活用したアプローチ
は、これらの課題に対処するための有望な解決策として登場しました。特に、AIを用い
たeRNA配列とTNPの設計最適化は、効率的な細胞取り込み、ターゲット細胞への特異
性向上、および細胞毒性の低減を実現するために不可欠です。これにより、開発期間の
短縮と成功率の向上が期待されます。



今後の展望

この技術は、CAR-T細胞療法を体外製造の複雑さから解放し、個別化医療の実現を加速
させる可能性を秘めています。in vivo CAR-T細胞療法が確立されれば、製造コストが大
幅に削減され、より迅速な治療提供が可能になります。また、eRNAの特性を活かし、
CAR-T細胞の機能を一時的に調節したり、複数の抗原を同時に標的としたりする次世代
のCAR-T細胞療法も開発されるでしょう。AIとナノテクノロジーの融合は、がん治療だ
けでなく、自己免疫疾患や感染症に対する遺伝子治療の新たな道を切り開くことが期待
されており、医療の未来に大きな影響を与える可能性があります。

元記事: https://www.advancingrna.com/doc/how-targeted-nanoparticles-and-circular-rna-are-

advancing-car-t-development-0001

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.advancingrna.com/doc/how-targeted-nanoparticles-and-circular-rna-are-advancing-car-t-development-0001
https://www.advancingrna.com/doc/how-targeted-nanoparticles-and-circular-rna-are-advancing-car-t-development-0001


#05 UbiQD、量子ドット生産能力を12倍に拡大、米国最
大規模へ：ロスアラモスに新工場取得

05_UbiQD、量子ドット生産能力を12倍に拡大、米国最大規模へ：ロスアラモスに新工場取得

概要

量子ドットメーカーのUbiQD社は、ロスアラモスに3番目の建物を取得し、ハイベイ製
造と研究開発スペースを大幅に拡張しました。この拡張は、2024年以降に量子ドット
生産能力が12倍に増加したことを受けてのもので、同社を米国最大の量子ドットメー

カーとしての地位に確立します。UbiQDは、温室用UbiGro®量子ドットフィルムで植
物の成長を促進しており、太陽エネルギーや先端材料分野への応用も拡大していま
す。

公開日 2026年06月26日  iGrowNews  アメリカ



詳細

主要成果

UbiQD社は、米国ロスアラモスに3番目の製造施設を新たに取得し、量子ドットの生産
能力を2024年以降で12倍に拡大しました。この大規模な拡張により、UbiQD社は米国で
最大の量子ドットメーカーとしての地位を確固たるものにしました。

技術・臨床詳細

今回の新工場取得により、UbiQD社はハイベイ製造施設と研究開発スペースを大幅に増
強しました。これにより、同社の主要製品であるUbiGro®量子ドットフィルムの量産体
制が強化されます。UbiGro®フィルムは、温室環境において太陽光スペクトルを最適化
することで植物の成長を促進する技術であり、光合成効率の向上に貢献します。具体的
には、量子ドットが短波長の太陽光（青色光など）を吸収し、植物の成長に最適な長波
長（赤色光など）に変換して放出します。この技術は、農業分野での収穫量増加や品質
向上に寄与するだけでなく、太陽電池の効率向上やその他多様な先端材料への応用も期
待されています。

背景・業界文脈

量子ドットは、そのユニークな光学的特性から、ディスプレイ、照明、バイオイメージ
ング、太陽エネルギー変換など、多岐にわたる分野で革新的な材料として注目されてい
ます。特に、環境に配慮した農業や高効率なエネルギー技術への需要が高まる中で、
UbiQD社のような量子ドットメーカーの役割はますます重要になっています。同社の生
産能力の大幅な拡大は、量子ドット技術が実験段階から本格的な商業応用へと移行して
いる現状を反映しており、市場の拡大と技術成熟度を示唆しています。



今後の展望

UbiQD社の生産能力の飛躍的な向上は、同社がUbiGro®製品の世界市場でのシェアを拡
大し、新たな市場への進出を加速させる上で強固な基盤となります。特に、太陽エネル
ギー分野では、量子ドットが太陽電池の光変換効率を向上させることで、再生可能エネ
ルギー技術の発展に貢献する可能性が高いです。また、先端材料としての応用も広がり
を見せ、産業界における量子ドットの利用は今後さらに多様化するでしょう。この動き
は、量子ドット技術が単なる研究テーマに留まらず、実社会における具体的な課題解決
に貢献する主要な技術として定着しつつあることを示しています。

元記事: https://igrownews.com/ubiqd-latest-news/

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://igrownews.com/ubiqd-latest-news/


#06 MXeneナノ複合材、ナトリウムイオン電池アノード
で75 mAh g-1の高容量と99%超のクーロン効率を100サ
イクル維持

06_MXeneナノ複合材、ナトリウムイオン電池アノードで75 mAh g-1の高容量と99%超のクー
ロン

概要

Zn2GeO4/MXeneナノ複合材が、次世代ナトリウムイオン電池のアノードとして開発さ
れ、著しく向上した電気化学的性能を示しました。この複合材は、100 mA g-1の電流

密度で100サイクル後も75 mAh g-1という高い可逆比容量を維持し、99%を超える優
れたクーロン効率と長期サイクル安定性を達成しています。この性能向上は、MXene

の高導電性とナノ材料の形態制御能力に起因し、エネルギー貯蔵技術のブレークスル

ーとなる可能性を秘めています。

公開日 2026年06月26日  Voltcoffer  国際



詳細

主要成果

ナトリウムイオン電池（SIBs）向けに開発されたZn2GeO4/MXeneナノ複合材が、アノ
ード材料として極めて優れた電気化学的性能を実証しました。この材料は、100 mA g-1
の電流密度で100サイクル後も75 mAh g-1という高い可逆比容量を維持し、さらに99%

を超えるクーロン効率と優れたサイクル安定性を実現しています。

技術・臨床詳細

この革新的なナノ複合材は、高容量のZn2GeO4と優れた導電性を持つMXeneを統合す
ることで合成されました。Zn2GeO4は理論容量が高いものの、サイクル中の体積変化が
大きいという課題がありました。しかし、MXeneの2次元構造がZn2GeO4ナノ粒子を効
果的に包み込み、体積変化を抑制し、電極材料の安定性を向上させました。MXeneのシ
ート間にイオンが迅速に挿入・脱離できる構造も、高速な充放電反応を可能にしていま
す。これにより、低電流密度（100 mA g-1）での100サイクル後でも、初期容量の大部
分を保持し、クーロン効率がほぼ100%に達するという驚異的な安定性を示しました。
これは、MXeneが提供する高導電性ネットワークと、ナノスケールでの精密な形態制御
が相乗的に機能した結果です。

背景・業界文脈

リチウムイオン電池（LIBs）は現在主流のエネルギー貯蔵デバイスですが、リチウム資
源の偏在と高コストが持続可能な社会構築における課題となっています。ナトリウムは
地球上に豊富に存在し、リチウムと化学的性質が類似しているため、SIBsは次世代の低
コストで高性能なエネルギー貯蔵システムとして大きな期待が寄せられています。しか
し、SIBsの実用化には、LIBsに匹敵するエネルギー密度とサイクル寿命を持つアノード
材料の開発が不可欠でした。従来の炭素系アノード材料では、ナトリウムイオンのサイ
ズがリチウムイオンよりも大きいため、効率的な挿入・脱離が難しく、容量や安定性に
課題がありました。



今後の展望

Zn2GeO4/MXeneナノ複合材の成功は、高性能SIBsの実現に向けた重要な一歩となりま
す。この材料設計戦略は、他の金属酸化物や合金系アノード材料にも応用可能であり、
SIBsのエネルギー密度と寿命をさらに向上させる可能性を秘めています。今後、この技
術の大規模合成と実用化に向けた研究開発が進められるでしょう。SIBsが実用化されれ
ば、再生可能エネルギー貯蔵、スマートグリッド、電気自動車など、幅広い分野でのエ
ネルギー貯蔵コストを大幅に削減し、持続可能な社会の実現に大きく貢献すると期待さ
れます。このブレークスルーは、エネルギー貯蔵技術の未来を再定義する可能性を秘め
ています。

元記事: https://www.voltcoffer.com/zn2geo4-mxene-nanocomposites-as-high-performance-anodes-for-

sodium-ion-batteries/

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.voltcoffer.com/zn2geo4-mxene-nanocomposites-as-high-performance-anodes-for-sodium-ion-batteries/
https://www.voltcoffer.com/zn2geo4-mxene-nanocomposites-as-high-performance-anodes-for-sodium-ion-batteries/


#07 東北大学と物質・材料研究機構が共同開発：1730nm
で11.34%の高効率発光するNdドープCdTe量子ドット、
NIR-IIb/cバイオイメージングで深部組織の臨床利用に道

07_東北大学と物質・材料研究機構が共同開発：1730nmで11.34%の高効率発光するNdドープ
CdTe

概要

東北大学と物質・材料研究機構（NIMS）の研究者らは、エネルギーギャップ法則を克
服し、近赤外第二領域（NIR-IIb/c）において1730 nmで11.34 ± 0.79%という高いフォ

トルミネッセンス量子収率（PLQY）を示すNdドープCdTe量子ドットを開発しまし
た。この量子ドットは、水溶液中で安定した高効率発光を示し、深部組織や蛍光ガイ
ド手術用の臨床グレードNIR-IIイメージングを可能にします。これにより、がん診断や

外科手術における高精度な画像診断への道が開かれ、医療分野に革新をもたらす可能
性があります。

公開日 2026年06月25日  PubMed (Adv Mater. 2026 Jun 25:e73829)  日本



詳細

主要成果

東北大学と物質・材料研究機構（NIMS）の共同研究チームは、エネルギーギャップ法
則の制約を打破し、近赤外第二領域（NIR-IIb/c）において1730 nmで優れた発光効率を
持つNdドープCdTe量子ドットを開発しました。この新材料は、水溶液中で11.34 ±

0.79%という非常に高いフォトルミネッセンス量子収率（PLQY）を達成し、深部組織の
臨床グレードバイオイメージングや蛍光ガイド手術への応用を可能にします。

技術・臨床詳細

開発されたNdドープCdTe量子ドットは、従来の半導体量子ドットが持つエネルギーギ
ャップ法則の制約、すなわちバンドギャップが狭くなると非放射再結合が増加して量子
収率が低下するという問題を克服しました。研究チームは、ポラロン工学という新しい
アプローチを導入し、量子ドット内部の電子と格子振動の相互作用を精密に制御するこ
とで、長波長での高効率発光を実現しました。具体的には、Ndイオンの導入により、
発光中心のエネルギー準位を最適化し、非放射過程を抑制することに成功しました。こ
れにより、生体組織への光吸収・散乱が少ない1730 nmの波長で高感度かつ高解像度の
画像を取得できるようになり、深さ数ミリメートル以上の深部組織の血管構造や腫瘍の
検出が可能となります。水溶液中での安定した高効率発光は、生体適合性を維持したま
ま、薬剤送達システムや次世代の診断プローブとしての応用も期待されます。

背景・業界文脈

近赤外第二領域（NIR-II、1000〜1700 nm）のバイオイメージングは、生体組織の光散
乱・吸収が低減されるため、可視光や近赤外第一領域（NIR-I）に比べて高感度かつ深
部まで画像化できるという利点があります。これにより、早期がん診断、疾患モニタリ
ング、および手術時の精密な病変部位の特定など、多様な医療応用が期待されていま
す。しかし、この波長領域で高効率かつ生体適合性の高い発光材料の開発は技術的に非
常に困難でした。特に、従来の量子ドットはNIR-II領域での発光効率が低く、実用化に
は課題がありました。本研究の成果は、このブレークスルーを達成し、医療イメージン
グ分野に新たな扉を開くものです。



今後の展望

このNdドープCdTe量子ドットは、深部にある腫瘍や微小血管の異常をより高精度に検
出できるため、がんの早期発見や個別化医療への貢献が期待されます。特に、蛍光ガイ
ド手術においては、病変部位の境界を明確に可視化することで、より正確な切除を支援
し、手術の安全性と根治性を向上させる可能性があります。今後は、長期的な生体内安
全性評価、さらには大規模生産技術の確立が課題となります。この技術が臨床応用され
れば、診断から治療に至るまでの一連のプロセスを大きく変革し、患者の予後改善に貢
献する画期的なツールとなることが期待されます。

元記事: https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/42351345/

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/42351345/


#08 MDPI、ナノ材料廃水処理の「ラボと現実のギャッ
プ」解消を提唱：システム統合で実用化へ

08_MDPI、ナノ材料廃水処理の「ラボと現実のギャップ」解消を提唱：システム統合で実用化
へ

概要

MDPIの最新記事は、ナノ材料を用いた廃水処理技術の実用化における「ラボと現実の

ギャップ」を指摘し、この課題克服に向けたシステム統合の重要性を強調していま
す。研究室スケールで高い性能を示すナノ材料が、実際の廃水環境ではマトリックス
干渉やファウリングにより性能が低下する問題を抱えています。本記事は、ナノスケ

ールの現象と生物学的・物理化学的プロセスとの根本的な統合が、持続可能で効率的
な廃水処理技術を開発する鍵であると主張しており、今後の研究開発の方向性を示唆

しています。

公開日 2026年06月25日  MDPI  国際



詳細

主要成果

MDPIに掲載された記事は、ナノ材料を用いた廃水処理技術の実用化において、研究室
での高い性能が実環境で再現されない「ラボと現実のギャップ」という大きな課題が存
在することを明確に指摘しています。この課題を克服するためには、単にナノ材料を既
存システムに追加するのではなく、ナノスケールの現象と生物学的・物理化学的プロセ
スを根本的に統合するアプローチが不可欠であると提唱しています。

技術・臨床詳細

研究室レベルでは、様々な種類のナノ材料（例：ナノ吸着剤、光触媒ナノ粒子、ナノろ
過膜）が、重金属、有機汚染物質、病原体などの廃水中の汚染物質に対して高い除去効
率を示しています。しかし、実際の廃水は複雑な組成を持ち、多様な溶解性物質や懸濁
粒子、微生物群を含んでいます（マトリックス干渉）。これにより、ナノ材料の表面が
汚染物質で覆われたり（ファウリング）、凝集したりして、その活性や寿命が著しく低
下することが一般的です。記事では、こうした実環境での性能低下を防ぐためには、ナ
ノ材料の設計段階から、実際の廃水組成、流量、温度、pHなどの運用条件を考慮し、
ナノ材料がシステム全体の中でどのように機能するかを包括的に理解する必要があると
論じています。例えば、生物学的処理とナノろ過膜のハイブリッドシステムや、ナノ材
料を固定化したバイオリアクターの開発などが挙げられます。

背景・業界文脈

世界的な水不足と水質汚染の深刻化は、効果的かつ持続可能な廃水処理技術への需要を
飛躍的に高めています。ナノテクノロジーは、その高い表面積、特異な反応性、および
選択性から、次世代の廃水処理ソリューションとして大きな期待を集めてきました。し
かし、これまでの研究開発は主に個々のナノ材料の性能向上に焦点を当てており、実用
化に向けたシステムレベルでの課題解決が十分に図られていませんでした。産業界や政
府機関は、環境規制の強化と持続可能な開発目標（SDGs）達成のために、費用対効果
が高く、かつ堅牢な廃水処理技術を求めており、ナノ材料の商業化は喫緊の課題となっ
ています。



今後の展望

記事は、ナノ材料を用いた廃水処理技術の将来において、単一の材料開発から多機能な
複合システム設計へのパラダイムシフトが必要であると示唆しています。今後は、材料
科学、化学工学、生物学などの異分野連携による学際的なアプローチが不可欠となるで
しょう。ナノ材料の環境中での挙動（安全性、長期安定性）に関する理解を深めること
も重要です。このようなシステム統合型の研究開発が進むことで、ナノテクノロジー
は、都市廃水、工業廃水、農業廃水といった様々な種類の廃水処理において、真に革新
的な解決策を提供し、世界の水問題の解決に大きく貢献する可能性を秘めています。

元記事: https://www.mdpi.com/2073-4441/18/13/1551

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2073-4441/18/13/1551


#09 放射線増感ナノ粒子AGuIXとHensify、金ナノ粒子
AuroShellが癌治療の臨床試験で有効性を実証

09_放射線増感ナノ粒子AGuIXとHensify、金ナノ粒子AuroShellが癌治療の臨床試験で有効性

概要

刺激応答性ナノ医薬品の臨床応用に関するレビューで、放射線増感ナノ粒子AGuIXと
Hensifyが癌治療で有望な結果を示し、金ナノ粒子AuroShellは局所前立腺癌の光熱療法
（PTT）臨床試験で効果的な腫瘍アブレーションと最小限の副作用を実証しました。こ

れらのナノ粒子は、標的指向性、副作用軽減、治療効果の向上を可能にし、癌治療に
新たなパラダイムをもたらすことが期待されています。特に、AuroShellは体外から近
赤外光を照射して腫瘍を破壊する点で革新的です。

公開日 2026年07月02日  PMC  国際



詳細

主要成果

刺激応答性ナノ医薬品の臨床応用に関する包括的なレビューにおいて、放射線増感ナノ
粒子であるAGuIXとHensifyが癌治療において有望な臨床結果を示しています。特に注目
すべきは、金ナノ粒子をベースとするAuroShellが、局所前立腺癌の光熱療法（PTT）臨
床試験において、効果的な腫瘍アブレーションを達成し、同時に最小限の副作用で良好
な安全性プロファイルを示したことです。

技術・臨床詳細

AGuIX（Gadolinium-based nanoparticles）は、X線照射時に局所的な線量増強効果を発
揮し、放射線治療の感受性を高めることで腫瘍細胞を効率的に破壊します。Hensify

（Hafnium oxide nanoparticles）も同様に、放射線増感剤として機能し、難治性腫瘍に
対する治療効果の向上を目指しています。これらは既に癌患者を対象とした臨床試験段
階にあり、安全性と有効性が評価されています。一方、AuroShellは、中空の金ナノシェ
ルであり、近赤外光を吸収して熱に変換する特性を利用した光熱療法（PTT）に用いら
れます。局所前立腺癌の治療においては、AuroShellを静脈内投与後、腫瘍部位に体外か
ら近赤外光を照射することで、熱を発生させ、癌細胞を選択的に破壊します。臨床試験
では、治療を受けた患者において、腫瘍の縮小または消失が確認され、重篤な副作用は
報告されておらず、局所治療としての有効性と安全性が示唆されています。

背景・業界文脈

癌治療における主要な課題の一つは、治療効果の向上と全身性副作用の軽減を両立させ
ることです。従来の化学療法や放射線療法は、癌細胞だけでなく正常細胞にも損傷を与
え、患者のQOLを著しく低下させる可能性があります。ナノテクノロジーは、薬剤を癌
部位に特異的に送達したり、物理的なエネルギーを局所的に集中させたりすることで、
これらの課題を克服する可能性を秘めています。刺激応答性ナノ医薬品は、pH、温
度、光、放射線などの生体内の微細な変化や外部からの刺激に応答して、薬剤放出や治
療効果を発揮するように設計されており、精密医療の実現に向けた重要なツールとして
期待されています。



今後の展望

AuroShellの臨床試験での成功は、光熱療法が局所癌治療において有効な選択肢となり得
ることを示しており、特に前立腺癌以外の様々な固形腫瘍への応用拡大が期待されま
す。放射線増感ナノ粒子も、従来の放射線治療と組み合わせることで、難治性腫瘍に対
する治療成績を向上させる可能性を秘めています。今後、これらのナノ医薬品の長期的
な安全性、有効性、および費用対効果に関するさらなる大規模な臨床試験が実施される
でしょう。これにより、癌治療における副作用を最小限に抑えつつ、治療効果を最大化
する新たな治療パラダイムが確立され、患者の予後と生活の質の大幅な改善に貢献する
ことが期待されます。

元記事: https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC13220073/

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC13220073/


#10 MDPI、ポリウレタン/CNT複合材で応力フリー双方向
形状記憶を実現：高強度・高熱伝導で光刺激応答も

10_MDPI、ポリウレタンCNT複合材で応力フリー双方向形状記憶を実現：高強度・高熱伝導で
光刺激応答も

概要

MDPIの最新研究では、ポリウレタンとカーボンナノチューブ（CNT）を組み合わせた

複合材料が開発され、強化された機械的強度、熱伝導性、そして優れた形状記憶性能
が実証されました。この材料は、サイクルストレッチング後に応力フリーの双方向形
状記憶挙動を示し、さらに光刺激下でのリモートかつ精密な操作が可能です。高温環

境下では「ビトリマー」に類似した特性を発現する可能性も秘めており、航空宇宙、
ロボティクス、スマートテキスタイルなどの分野で革新的な応用が期待されます。

公開日 2026年06月25日  MDPI  国際



詳細

主要成果

MDPIが発表した最新の研究では、ポリウレタンとカーボンナノチューブ（CNT）を最
適に複合化した材料が開発され、その卓越した機械的強度、熱伝導性、そして特に注目
すべきは応力フリーの双方向形状記憶性能が実証されました。この材料は、単に形状を
記憶するだけでなく、光刺激に応答して遠隔かつ精密な制御が可能な点も大きな特徴で
す。

技術・臨床詳細

この新規ポリウレタン/CNT複合材は、従来の形状記憶ポリマーの限界を打ち破る性能
を発揮します。CNTをポリウレタンマトリックスに均一に分散させることで、複合材の
引張強度や弾性率が大幅に向上しました。CNTの高いアスペクト比と優れた熱伝導性
は、材料全体の熱伝導率を高め、熱応答性を加速させます。最も重要な成果は、特定の
訓練サイクル（ここではサイクルストレッチング）を経ることで、外部応力なしに二つ
の安定した形状を可逆的に行き来する「応力フリー双方向形状記憶」を達成した点で
す。これは、材料内部に誘起された微細構造の再配列とCNTネットワークの安定化に起
因します。さらに、CNTが近赤外光を効率的に吸収し、熱に変換する特性を利用するこ
とで、レーザー光などの外部光刺激によって材料の形状を遠隔で、かつ精密に制御する
ことが可能になりました。高温環境下では、共有結合の再編成を通じて自己修復やリサ
イクルが可能な「ビトリマー」に類似した特性を示す可能性も示唆されており、その多
機能性が高く評価されています。

背景・業界文脈

形状記憶材料は、自己修復、スマートアクチュエータ、適応構造などの分野で大きな注
目を集めていますが、ほとんどの既存材料は一方向の形状記憶に限定され、双方向記憶
を達成するためには連続的な外部応力が必要でした。また、遠隔操作や多機能性の欠如
も実用化における課題でした。今回の研究は、CNTのナノ構造を最大限に活用すること
で、これらの課題を克服する新しい材料設計の指針を示しています。特に、カーボンナ
ノチューブの物理的特性をポリマーに付与することで、これまでにない高性能なスマー
ト材料を実現できることが、ナノテクノロジーの重要な価値として再確認されました。



今後の展望

この応力フリー双方向形状記憶ポリウレタン/CNT複合材は、多様な応用分野で革新を
もたらす可能性を秘めています。例えば、航空宇宙分野では、展開型アンテナや可変翼
構造の軽量化と高機能化に貢献できるでしょう。ロボティクス分野では、ソフトロボッ
トのより複雑で人間らしい動きを実現するアクチュエータとして、医療分野では、温度
や光に応答して形状を変化させるスマートカテーテルや薬物送達デバイスに応用される
かもしれません。さらに、スマートテキスタイル、ウェアラブルデバイス、自己修復コ
ーティングなど、日常生活を豊かにする製品への展開も期待されます。この材料の量産
化技術の確立とコスト削減が今後の重要な課題となりますが、その可能性は計り知れま
せん。

元記事: https://www.mdpi.com/2073-4360/18/13/1582

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2073-4360/18/13/1582


#11 ACS論文が固形腫瘍におけるナノ粒子送達の課題を解
明：腫瘍微小環境改変による新規戦略を提案

11_ACS論文が固形腫瘍におけるナノ粒子送達の課題を解明：腫瘍微小環境改変による新規戦
略を提案

概要

ACS Publicationsのレビュー論文は、全身投与されたナノ粒子ベースの薬剤が固形腫瘍

に効率的に到達・蓄積するための課題を詳細に分析し、その解決策として腫瘍微小環
境を改変する新規送達戦略を提案しています。複雑な設計、バッチ間変動、粒子サイ
ズ不均一性といった問題がナノ粒子の効果を阻害する一方で、腫瘍の複雑な生体物理

学的障壁がナノ粒子の輸送を困難にしています。本研究は、腫瘍微小環境をターゲッ
トとすることで、ナノ粒子の送達効率と治療効果を劇的に改善する可能性を示唆して

おり、難治性がん治療に新たな希望をもたらします。

公開日 2026年06月26日  ACS Publications (Bioconjugate Chemistry)  国際



詳細

主要成果

ACS Publicationsの『Bioconjugate Chemistry』に掲載されたレビュー論文は、全身投与
されたナノ粒子ベースの薬剤が固形腫瘍に効率的に送達され、蓄積するためのメカニズ
ム的障壁を詳細に解明し、これらの障壁を克服するための新たな送達戦略を提案してい
ます。特に、腫瘍微小環境を積極的に改変することで、ナノ粒子の到達効率と治療効果
を大幅に向上させる可能性を強調しています。

技術・臨床詳細

本レビューでは、ナノ粒子医薬品が直面する主要な課題として、その複雑な設計、製造
におけるバッチ間変動、および粒子サイズの不均一性を挙げています。これらの要因
は、血中循環時間、生体内分布、および腫瘍への浸透に直接影響を与えます。さらに、
固形腫瘍は、高密度の細胞外マトリックス、異常な血管構造、高間質圧、乏しいリンパ
流といった独自の生体物理学的障壁を有しており、ナノ粒子が腫瘍組織の深部まで浸透
することを妨げます。これらの障壁により、多くのナノ粒子が腫瘍周辺で滞留し、標的
細胞に到達する前に体外に排出されてしまうことが課題でした。提案されている新たな
戦略には、以下のようなものが含まれます：

腫瘍血管の正常化: 血管新生を阻害することで、異常な腫瘍血管構造をより透過性の
低い、しかし効率的な輸送経路を持つ正常な血管に近づけます。

間質圧の低減: ヒアルロニダーゼなどの酵素を用いて細胞外マトリックスを分解し、
腫瘍内の間質圧を低下させ、ナノ粒子の浸透を促進します。

免疫細胞との相互作用の最適化: 腫瘍関連マクロファージやT細胞などの免疫細胞の
機能を調節し、ナノ粒子の腫瘍内滞留と抗腫瘍免疫応答を強化します。

物理的送達技術の応用: 超音波、マイクロバブル、光熱効果などを利用して、一時的
に腫瘍の透過性を高め、ナノ粒子の浸透を促進します。

これらの戦略は、腫瘍微小環境をナノ粒子に"友好的"な状態に変えることで、送達効率
を最大化することを目指します。



背景・業界文脈

ナノ粒子ベースのドラッグデリバリーシステムは、癌治療における薬剤の標的特異性を
高め、全身性副作用を軽減する可能性から、数十年にわたり集中的な研究が行われてき
ました。しかし、in vitroでの有望な結果にもかかわらず、多くのナノ医薬品が固形腫瘍
における臨床試験で期待通りの効果を示せていません。これは、主に前述の腫瘍微小環
境が持つ複雑な障壁が原因であると考えられています。このレビューは、このギャップ
を埋めるために、ナノ粒子自体の設計最適化だけでなく、標的となる生体環境側の改変
という新たな視点を提示しており、難治性がん治療の進展に不可欠なアプローチです。

今後の展望

腫瘍微小環境を改変するアプローチは、ナノ粒子医薬品の臨床的成功率を飛躍的に向上
させる可能性を秘めています。今後、これらの戦略とナノ粒子設計の統合的な最適化が
進められるでしょう。例えば、腫瘍微小環境に応答して薬剤を放出するスマートナノ粒
子や、腫瘍血管の正常化を誘導するナノ粒子と抗がん剤の併用療法などが開発されると
予想されます。この研究は、個別化医療の進展にも貢献し、患者一人ひとりの腫瘍特性
に応じた最適なナノ粒子送達戦略の確立に繋がる可能性があります。最終的には、転移
性固形腫瘍や薬剤耐性癌に対する新たな治療法の開発を加速し、癌患者の予後を大きく
改善することが期待されます。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acs.bioconjchem.6c00162

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acs.bioconjchem.6c00162


#12 DataM Intelligenceがナノテクノロジー創薬デリバリ
ー市場の主要プレイヤーを特定：ファイザー、モデルナ、
アストラゼネカがLNP技術をリード

12_DataM Intelligenceがナノテクノロジー創薬デリバリー市場の主要プレイヤーを特定：ファ

概要

本記事はDataM Intelligenceが発行した市場調査レポートの概要紹介です。このレポー

トは、ナノテクノロジーを活用したドラッグデリバリーシステム市場の主要企業を特
定し、その動向を分析しています。ファイザー、モデルナ、アストラゼネカなどの大
手製薬・バイオテクノロジー企業が、特に脂質ナノ粒子（LNP）技術に多大な投資を

行い、核酸ベース治療薬の分野を牽引していることが報告されています。LNP技術の
応用は、ワクチンから腫瘍学、希少遺伝性疾患、慢性疾患へと拡大しており、市場の
成長を加速させています。

公開日 2026年06月26日  DataM Intelligence  国際



詳細

本記事はDataM Intelligenceが発行した市場調査レポートの概要紹介です。

レポート概要

DataM Intelligenceのレポート「Top Companies Advancing Nanotechnology in Drug
Delivery Systems」は、ナノテクノロジーを基盤としたドラッグデリバリーシステム市
場における主要なプレーヤーとその戦略に焦点を当てています。調査対象市場は世界の
医薬品およびバイオテクノロジー産業におけるナノテクノロジーの活用領域です。

主要な調査結果

レポートは、ファイザー、モデルナ、アストラゼネカといった世界的な製薬・バイオテ
クノロジー企業が、ナノテクノロジー、特に脂質ナノ粒子（LNP）技術に多大な戦略的
投資を行っていることを強調しています。LNP技術は、核酸ベースの治療薬において支
配的な役割を果たしており、COVID-19ワクチンでの成功を皮切りに、その応用範囲は
腫瘍学、希少遺伝性疾患、および慢性疾患へと急速に拡大していると分析されていま
す。これらの企業は、ナノテクノロジーを介した標的送達効率の向上と薬物吸収の最適
化に注力しており、次世代治療薬の開発競争をリードしています。

発行会社について

DataM Intelligenceは、様々な産業分野の市場調査レポートを提供するグローバルな市
場調査会社です。同社は、詳細な市場分析、競争環境評価、および将来予測を通じて、
企業が戦略的な意思決定を行うための情報を提供しています。

元記事: https://www.datamintelligence.com/blogs/top-companies-nanotechnology-drug-delivery-

systems

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.datamintelligence.com/blogs/top-companies-nanotechnology-drug-delivery-systems
https://www.datamintelligence.com/blogs/top-companies-nanotechnology-drug-delivery-systems


#13 Arminanoがグラフェン60種類の産業利用を解説：断
熱材、センサー、電池、ろ過膜など多岐にわたる応用

13_Arminanoがグラフェン60種類の産業利用を解説：断熱材、センサー、電池、ろ過膜など多
岐にわたる

概要

Arminano社のガイドは、グラフェンの優れた機械的強度、電気伝導性、高い表面積を

活かした60種類の産業応用を詳述しています。具体的には、グラフェンベースのエア
ロゲルによる高性能断熱材、高感度センサー、高容量バッテリー、効率的なろ過膜な
ど、幅広い分野での利用が紹介されています。グラフェンは、その革新的な性能と持

続可能性の可能性により、より環境に優しい未来の実現に向けた重要な架け橋となる
ことが示唆されており、産業界に大きな影響を与えることが期待されます。

公開日 2026年06月26日  Arminano  国際



詳細

主要成果

Arminanoが公開した包括的なガイドブックは、グラフェンが持つ優れた機械的強度、
並外れた電気伝導性、そして驚異的に広い表面積といった特性を最大限に活用した60種
類もの産業応用例を詳細に解説しています。これにより、グラフェンが多岐にわたる産
業分野で革新的なソリューションを提供し、より持続可能な未来の実現に貢献する可能
性が明確に示されました。

技術・臨床詳細

このガイドでは、グラフェンの多様な応用分野が具体的に紹介されています。例えば、
グラフェンベースのエアロゲルは、軽量でありながらも優れた断熱性能を発揮し、建築
材料や航空宇宙分野での省エネルギー化に貢献します。また、グラフェンの高い電気伝
導性と表面積は、超高感度センサーの開発に不可欠であり、環境モニタリングや医療診
断における検出能力を飛躍的に向上させます。エネルギー貯蔵分野では、グラフェンを
電極材料として用いることで、リチウムイオンバッテリーやスーパーキャパシタの容量
と充放電速度を大幅に向上させることが可能です。さらに、その優れたろ過性能は、グ
ラフェン膜を用いた水処理システムにおいて、微細な汚染物質や病原体を効率的に除去
し、クリーンな水供給に貢献します。これらの応用は、グラフェンが単一の特性だけで
なく、複数の特性を複合的に利用できる多機能材料であることを示しています。

背景・業界文脈

グラフェンは、2004年に初めて分離されて以来、「奇跡の素材」として世界中の研究者
や産業界から熱い注目を集めてきました。その発見以来、電子工学、材料科学、エネル
ギー、医療など、あらゆる分野での応用可能性が議論されてきましたが、実用化に向け
た課題も少なくありませんでした。本ガイドは、グラフェンの商業化が着実に進展し、
様々な産業で具体的な応用事例が生まれている現状を反映しています。特に、環境負荷
の低減や資源効率の向上といった持続可能性への要求が高まる中で、グラフェンの軽量
性、耐久性、リサイクル性といった特性は、"グリーン"な技術としてその価値を増して
います。



今後の展望

グラフェンの産業応用は、今後さらに加速すると予測されます。ガイドに示された応用
例は、既存製品の性能向上だけでなく、全く新しい製品やサービスの創出を促すでしょ
う。特に、高性能な電子デバイス、次世代モビリティ、高度な環境技術など、社会の主
要な課題を解決する上でグラフェンは不可欠な材料となる可能性を秘めています。製造
コストの低減、品質の均一化、大量生産技術の確立が今後の重要な課題となりますが、
これらが解決されれば、グラフェンは多くの産業に変革をもたらし、より高性能で持続
可能な社会の構築に大きく貢献すると期待されます。

元記事: https://arminano.com/60-industrial-uses-of-graphene-the-complete-guide-supply/

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arminano.com/60-industrial-uses-of-graphene-the-complete-guide-supply/


#14 Hatch BioFund、Optimeos Life Sciencesに投資：
Coated Inverse Nanocarriersで90%超の治療用高分子封
入効率を実現

14_Hatch BioFund、Optimeos Life Sciencesに投資：Coated Inv

概要

ベンチャーキャピタルHatch BioFundは、プリンストン大学のスピンアウト企業である

Optimeos Life Sciences社に投資し、治療用高分子の細胞内送達を可能にする独自のナ
ノ粒子プラットフォームを支援しています。Optimeos社のCoated Inverse

Nanocarriers（CINCs）は、生物製剤、ペプチド、RNA、DNAといった多様な治療用分

子を90%以上の高効率で封入できると報じられています。この技術は、モジュラー式
の組織ターゲティングと調整可能な免疫原性を提供し、次世代の遺伝子置換療法を大
きく進展させる可能性を秘めています。

公開日 2026年06月25日  RegMedNet  アメリカ



詳細

主要成果

ベンチャーキャピタルHatch BioFundは、プリンストン大学発の革新的なスピンアウト
企業であるOptimeos Life Sciencesに対し、戦略的投資を行いました。Optimeos Life
Sciencesは、治療用高分子を細胞内に効率的に送達するための独自のナノ粒子プラット
フォーム「Coated Inverse Nanocarriers（CINCs）」を開発しており、この技術が次世代
の遺伝子置換療法を大きく進展させる可能性を秘めていると評価されています。

技術・臨床詳細

Optimeos Life Sciencesが開発したCoated Inverse Nanocarriers（CINCs）は、その名の
通り、逆さまの層構造を持つコーティングされたナノ粒子であり、生物製剤、ペプチ
ド、RNA、DNAなど、多種多様な治療用高分子を90%以上の極めて高い効率でカプセル
化（封入）することが可能です。この高い封入効率は、薬剤の安定性を確保し、生体内
での分解を防ぐ上で非常に重要です。CINCsの最大の特徴は、モジュラー式の組織ター
ゲティング機能と、免疫原性を調整できる能力です。これにより、特定の疾患細胞や組
織に薬剤を正確に送達し、同時に宿主の免疫応答を最小限に抑える、あるいは必要に応
じて調整することが可能となります。この技術は、従来のウイルスベクターを使用する
遺伝子治療が抱える免疫原性や製造上の課題を克服し、より安全で汎用性の高い遺伝子
置換療法の実現に貢献することが期待されています。

背景・業界文脈

遺伝子治療は、多くの遺伝性疾患や難治性疾患に対する根本的な治療法として大きな期
待が寄せられています。しかし、治療用遺伝子や高分子を標的細胞に安全かつ効率的に
送達することは、依然として大きな課題です。特に、ウイルスベクターに依存する現行
の遺伝子治療は、高い免疫原性、限定された積載能力、および製造の複雑さといった制
約を抱えています。非ウイルス性ナノ粒子デリバリーシステムは、これらの課題を克服
するための有望な代替手段として活発に研究されています。Hatch BioFundのような専
門的なベンチャーキャピタルからの投資は、Optimeos社の技術が遺伝子治療市場に大
きなインパクトを与える可能性を秘めていることを示唆しており、研究開発の加速に繋
がるでしょう。



今後の展望

Optimeos社のCINCsプラットフォームは、遺伝子置換療法だけでなく、がん免疫療法や
希少疾患治療など、幅広い医療分野での応用が期待されます。特に、モジュラー式の組
織ターゲティング機能は、個別化医療の進展に大きく貢献する可能性を秘めています。
今後、この技術を用いた前臨床および臨床研究が進められ、その安全性と有効性がさら
に検証されるでしょう。量産化技術の確立とコスト効率の改善も重要な課題となります
が、この革新的なナノ粒子技術が実用化されれば、これまで治療が困難だった多くの疾
患に対する新たな治療選択肢を提供し、患者の生活の質を劇的に向上させることが期待
されます。

元記事: https://www.regmednet.com/cell-therapy-weekly-nanoparticle-platform-for-targeted-gene-

therapy/

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.regmednet.com/cell-therapy-weekly-nanoparticle-platform-for-targeted-gene-therapy/
https://www.regmednet.com/cell-therapy-weekly-nanoparticle-platform-for-targeted-gene-therapy/


#15 OZ Biosciences、幹細胞用mRNA送達LNPシステム
「NanOZ-LNP Stem」を開発：90%超のトランスフェク
ション効率と細胞生存率維持

概要

OZ Biosciencesは、幹細胞へのmRNA効率的送達のために最適化された独自の脂質製剤

「NanOZ-LNP Stem」を開発しました。この脂質ナノ粒子（LNP）システムは、mRNA

を分解から保護し、細胞内取り込みを促進すると同時に、細胞生存率と表現型の完全
性を維持する能力を有します。様々な種類の幹細胞で90%以上の高いトランスフェク

ション効率を達成し、特に角膜内皮細胞のアポトーシスを減少させることで、再生医
療や遺伝子治療分野に新たな可能性を開く画期的な成果です。

公開日 2026年06月25日  OZ Biosciences  フランス



詳細

主要成果

OZ Biosciencesは、幹細胞へのmRNAの効率的な送達を実現するために特別に最適化さ
れた、独自の脂質製剤「NanOZ-LNP Stem」の開発に成功しました。この革新的な脂質
ナノ粒子（LNP）システムは、mRNAを安定して保護し、細胞内への効率的な取り込み
を促す一方で、幹細胞の生存率と本来の表現型の完全性を維持するという、極めて重要
な性能を兼ね備えています。

技術・臨床詳細

NanOZ-LNP Stemは、特定の脂質組成を精密に設計することで、mRNAを安定的にカプ
セル化し、生体内のRNA分解酵素からの保護を実現します。ナノ粒子は細胞膜との相互
作用を最適化することで、効率的なエンドサイトーシス経路を介して細胞内に取り込ま
れ、その後のエンドソームからのmRNA放出を促進します。これにより、細胞質内での
mRNAの翻訳が最大限に活性化されます。開発元によると、このLNPシステムは、多様
な種類の幹細胞（例：間葉系幹細胞、iPS細胞など）において90%以上の高いトランスフ
ェクション効率を達成しています。さらに、特筆すべきは、トランスフェクションプロ
セスが細胞に与えるストレスを最小限に抑え、細胞のアポトーシス（プログラムされた
細胞死）を抑制する能力です。特に角膜内皮細胞を用いた試験では、アポトーシスを顕
著に減少させることが確認されており、細胞治療における安全性と生着率の向上に直結
する可能性を秘めています。この技術は、細胞の多能性や分化能を損なうことなく遺伝
子を導入できるため、再生医療分野での応用価値が非常に高いです。

背景・業界文脈

幹細胞を用いた再生医療や遺伝子治療は、多くの疾患に対する根本的な治療法として期
待されています。しかし、幹細胞に治療用遺伝子（mRNAを含む）を安全かつ効率的に
導入することは、依然として大きな課題でした。従来のウイルスベクターは高い遺伝子
導入効率を持つものの、免疫原性やゲノム挿入のリスクが懸念され、非ウイルス性ベク
ター（リポフェクションなど）は効率が低いという問題がありました。LNP技術は、
COVID-19ワクチンの成功により、mRNA送達の最も有力な非ウイルス性プラットフォー
ムとして確立されました。NanOZ-LNP Stemの開発は、このLNP技術を幹細胞向けに特
化させることで、再生医療分野のボトルネックを解消し、新たな治療法の開発を加速さ
せるものです。



今後の展望

NanOZ-LNP Stemは、遺伝子編集技術（CRISPR-Cas9など）のmRNA送達キャリアとし
て、あるいは特定のタンパク質を一時的に発現させるためのツールとして、再生医療研
究に不可欠なものとなるでしょう。角膜疾患、神経変性疾患、心臓病などの様々な疾患
に対する幹細胞治療の開発を加速させる可能性があります。今後、この技術を用いた前
臨床試験およびin vivo試験がさらに進められ、その安全性と治療効果が確認されること
が期待されます。将来的には、効率的かつ低毒性のmRNA送達を可能にすることで、個
別化医療の進展にも大きく貢献し、患者の生活の質を向上させる画期的な治療法が生ま
れる基盤となるでしょう。

元記事: https://ozbiosciences.com/blog/stem-cell-mrna-transfection-lnp-delivery-application-note-n153

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ozbiosciences.com/blog/stem-cell-mrna-transfection-lnp-delivery-application-note-n153


#16 パキスタン研究者が植物由来金ナノ粒子を乳がん標的
薬物送達に応用：ROS生成とアポトーシス促進で治療進展

概要

パキスタンの研究者によるレビュー論文は、植物由来の金ナノ粒子が乳がんの標的薬
物送達において有望な進展を見せていることを報告しています。このアプローチは、
がん細胞への取り込みを増強し、活性酸素種（ROS）の生成を誘導、アポトーシス関

連シグナル伝達を促進することで抗腫瘍効果を発揮します。前臨床段階では期待され
る結果が得られていますが、in vivoでの有効性、薬物動態、生体内分布、長期毒性、
および規制対応に関するさらなる研究が、臨床応用には不可欠とされています。

公開日 2026年06月26日  Link Medical Journal  パキスタン



詳細

主要成果

パキスタンの研究者による最新のレビュー論文は、植物由来の金ナノ粒子（AuNPs）が
乳がんの標的薬物送達において大きな可能性を秘めていることを報告しました。この革
新的なアプローチは、癌細胞への取り込みを増強し、活性酸素種（ROS）の生成を誘導
することでアポトーシス関連シグナル伝達を促進し、優れた抗腫瘍効果を発揮すること
が期待されています。

技術・臨床詳細

植物由来の金ナノ粒子は、通常、植物抽出物に含まれる天然の生体分子（ポリフェノー
ル、フラボノイドなど）を還元剤および安定剤として利用して合成されます。この「グ
リーン合成」法は、従来の化学合成法に比べて環境負荷が低く、生体適合性に優れると
いう利点があります。レビューによると、これらの植物由来AuNPsは、乳がん細胞株に
おいて、通常の抗がん剤と比較して顕著に高い細胞取り込み効率を示します。細胞内に
取り込まれたAuNPsは、DNA損傷、ミトコンドリア機能不全、および小胞体ストレスを
引き起こすことで、細胞内でのROS生成を誘導します。ROSの過剰な蓄積は、細胞の酸
化ストレスを増大させ、P53やカスパーゼ経路などのアポトーシス関連シグナル伝達経
路を活性化し、最終的にがん細胞のプログラム細胞死（アポトーシス）を促進します。
また、植物抽出物自体が持つ抗がん成分がAuNPsと相乗効果を発揮する可能性も指摘さ
れています。

背景・業界文脈

乳がんは世界中の女性にとって主要な健康問題であり、早期発見と効果的な治療法の開
発が喫緊の課題となっています。既存の化学療法は、非特異的な薬物分布と重篤な全身
性副作用という問題に直面しています。そのため、薬剤をがん細胞に特異的に送達し、
副作用を最小限に抑える「標的薬物送達システム」の開発が強く求められています。ナ
ノテクノロジー、特に金ナノ粒子は、その優れた生体適合性、表面修飾の容易さ、およ
び癌細胞への選択的蓄積能力から、癌治療の分野で大きな注目を集めています。植物由
来の合成は、さらにその環境配慮と低毒性という側面で、持続可能な医療材料としての
価値を高めています。



今後の展望

植物由来金ナノ粒子は、乳がん治療の将来に大きな期待を抱かせますが、臨床応用には
さらなる研究が必要です。特に、in vivo（生体内）での有効性を高めるための最適化、
動物モデルでの長期的な薬物動態（ADME）、生体内分布、および全身毒性の詳細な評
価が不可欠です。また、製造プロセスの標準化、スケーラビリティ、品質管理、そして
各国の規制当局への対応も重要な課題となります。これらの課題が克服されれば、植物
由来AuNPsは、より安全で効果的な乳がん治療薬として、既存治療との併用を含め、患
者の治療成績と生活の質の向上に大きく貢献する画期的なアプローチとなるでしょう。

元記事: https://linkmjhcr.com/index.php/lmj/article/view/183

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://linkmjhcr.com/index.php/lmj/article/view/183


#17 ResearchGateがアプタマー機能化ナノ粒子の癌標的
戦略を分析：レーザー照射下で胃癌細胞への抗腫瘍効果を
増強

概要

ResearchGateに掲載された研究は、アプタマーを機能化した金ナノ粒子が胃がん細胞

の標的薬物送達において顕著な効果を発揮することを明らかにしました。この技術
は、レーザー照射下で標的化能力の向上と強力な抗腫瘍効果を示しています。アプタ
マー結合ナノ粒子の価数と親和性を制御することで、高密度EGFR細胞に対する標的選

択性を高め、非腫瘍性毒性を低減する戦略も議論されており、癌治療の精度と安全性
を向上させる新たなアプローチとして期待されます。

公開日 2026年06月25日  ResearchGate  国際



詳細

主要成果

ResearchGateで発表された研究では、アプタマーを機能化した金ナノ粒子（AuNPs）
が、胃がん細胞を標的とした薬物送達において顕著な有効性を示し、特にレーザー照射
下でその抗腫瘍効果が大幅に増強されることが実証されました。この技術は、癌治療に
おける標的特異性と治療効率を向上させる新たな道を開きます。

技術・臨床詳細

この研究では、胃がん細胞表面に過剰発現する特定の受容体（例：EGFR）を認識する
アプタマーをAuNPs表面に結合させました。アプタマーは、抗体と同様に高い特異性で
標的分子に結合する一本鎖核酸（DNAまたはRNA）であり、その安定性、低免疫原性、
および化学合成の容易さから、ナノ粒子への機能化に適しています。実験では、アプタ
マー機能化AuNPsが非機能化AuNPsと比較して、胃がん細胞への標的化能力が大幅に向
上することが確認されました。さらに、これらのナノ粒子が癌細胞に集積した後、外部
からの近赤外レーザー照射によって、AuNPsが熱を発生させる光熱効果（Photothermal

effect）が誘発され、癌細胞の死滅を加速させました。この光熱療法と標的化された薬
物送達の組み合わせは、"theranostics"（診断と治療の融合）アプローチの一環として、
治療効果の最大化と副作用の最小化を目指します。また、アプタマー結合ナノ粒子の価
数（結合するアプタマーの数）と親和性（結合強度）を精密に制御することで、高密度
EGFR発現細胞に対する選択性をさらに高め、正常細胞への非腫瘍性毒性を効果的に低
減できる可能性も議論されています。

背景・業界文脈

胃がんは世界的に罹患率と死亡率が高い癌の一つであり、進行胃がんの治療は依然とし
て困難です。既存の化学療法や放射線療法は、癌細胞の特異性が低いため、正常細胞に
も損傷を与え、重篤な副作用を引き起こすことがあります。このため、癌細胞に特異的
に薬剤を送り届ける標的薬物送達システムの開発が、胃がん治療における喫緊の課題と
なっています。ナノテクノロジーは、その小さなサイズと多様な機能化能力により、こ
の分野で大きな可能性を秘めています。アプタマーは、抗体代替物としてその優位性が
認識されつつあり、ナノ粒子と組み合わせることで、"スマートドラッグデリバリーシ
ステム"の構築に貢献しています。



今後の展望

アプタマー機能化金ナノ粒子は、胃がん治療の精度と安全性を向上させる画期的なアプ
ローチとなる可能性を秘めています。今後、in vivoでの有効性と長期的な安全性プロフ
ァイルの詳細な評価が不可欠です。また、他の抗がん剤との併用療法や、診断イメージ
ングとの統合によるテラノスティクスデバイスとしての開発も期待されます。この技術
は、胃がんだけでなく、他の固形腫瘍（例：乳がん、膵臓がん）への応用も視野に入れ
られており、個別化医療の進展に大きく貢献し、患者の予後と生活の質の向上に繋がる
可能性があります。ナノテクノロジーと分子認識技術の融合が、次世代の癌治療を牽引
するでしょう。

元記事: https://www.researchgate.net/publication/408008434_Aptamer-

functionalized_nanoparticles_for_cancer_targeting_conjugation_strategies_current_applications_and_future_per

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.researchgate.net/publication/408008434_Aptamer-functionalized_nanoparticles_for_cancer_targeting_conjugation_strategies_current_applications_and_future_perspectives
https://www.researchgate.net/publication/408008434_Aptamer-functionalized_nanoparticles_for_cancer_targeting_conjugation_strategies_current_applications_and_future_perspectives


#18 HydroGraph、グラフェン20%含有のFractal
Graphene Paste™を発売：インテグレーションの障壁を解
消し商用利用を促進

概要

HydroGraph Clean Power Inc.は、グラフェンを重量比で20%含有する分散済みの水系

グラフェン濃縮液「Fractal Graphene Paste™」を発売しました。この画期的な製品
は、2年以上の貯蔵寿命と約35 nmの粒子サイズを特徴とし、コンクリート、コーティ
ング、熱管理、エラストマーなどの多様な市場での商業利用を簡素化します。グラフ

ェンの材料への統合における主要な障壁であった分散性を解決することで、幅広い産
業分野でのグラフェン採用を促進し、その市場拡大に大きく貢献することが期待され
ます。

公開日 2026年06月29日  HGRAF Stock News  カナダ



詳細

主要成果

HydroGraph Clean Power Inc.は、グラフェンを重量比で20%という高濃度で含有する、
すぐに使える水系グラフェン濃縮液「Fractal Graphene Paste™」の発売を発表しまし
た。この画期的な製品は、これまでのグラフェン材料が抱えていた"分散性"という大き
な課題を解決し、コンクリート、コーティング、熱管理、エラストマーといった幅広い
産業分野での商業利用を飛躍的に促進すると期待されています。

技術・臨床詳細

Fractal Graphene Paste™は、HydroGraph独自のフラクタルグラフェン製造プロセスに
よって得られた、平均粒子サイズ約35 nmの高品質なグラフェンを特徴としています。
従来のグラフェン材料は、単層または数層のグラフェンシートが凝集しやすく、ポリマ
ーや液体マトリックス中に均一に分散させることが困難でした。この分散性の問題が、
グラフェンの優れた特性（機械的強度、電気伝導性、熱伝導性など）を最終製品に十分
に発揮させることができない主要な障壁となっていました。しかし、Fractal Graphene

Paste™は、"pre-dispersed"、すなわち事前に均一に分散された状態で提供されるため、
製造業者は追加の複雑な分散工程や専門設備なしに、グラフェンを簡単に既存の材料シ
ステムに組み込むことができます。また、2年以上の長い貯蔵寿命を持つことも、サプ
ライチェーンにおける安定供給と利便性を保証します。この製品は、ユーザーがグラフ
ェンの特性を最大限に引き出しながら、製造プロセスを簡素化できるため、コスト削減
と生産性向上に直結します。

背景・業界文脈

グラフェンは、「夢の素材」として期待されてきたものの、その商業化は、製造コス
ト、品質の均一性、そして何よりも材料への効果的な統合（分散）という課題によって
阻害されてきました。特に、高性能なグラフェンを液体やポリマーなどのマトリックス
中に均一に分散させる技術は、長年の研究開発テーマでした。HydroGraph社の新製品
は、この「グラフェン統合のボトルネック」を解消するものであり、グラフェン市場の
拡大に不可欠なステップとなります。産業界は、軽量化、高強度化、高導電性化、熱管
理改善など、グラフェンがもたらす革新的な性能向上を求めており、今回の製品はそう
した需要に直接応えるものです。



今後の展望

Fractal Graphene Paste™の登場は、グラフェンがより手軽に利用できる汎用材料となる
道を拓くでしょう。コンクリートへの添加により、ひび割れ抑制と強度向上を実現し、
インフラの長寿命化に貢献します。コーティング分野では、耐腐食性や耐摩耗性の向
上、導電性コーティングの開発が進むでしょう。熱管理では、電子機器やバッテリーの
放熱性能を劇的に改善し、エラストマー（ゴム）製品では、強度、耐久性、導電性を付
与します。この製品の市場導入は、グラフェンが実験室の枠を超え、実用的な産業応用
へと本格的に移行する節目となるでしょう。HydroGraph社は、この製品をフックに、
より多くの企業との提携や共同開発を進め、グラフェンエコシステムの拡大を牽引して
いくことが期待されます。

元記事: https://www.stocktitan.net/news/HGRAF/hydro-graph-launches-fractal-graphene-paste-tm-

eliminating-a-key-bvfx1r5t6xgx.html

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.stocktitan.net/news/HGRAF/hydro-graph-launches-fractal-graphene-paste-tm-eliminating-a-key-bvfx1r5t6xgx.html
https://www.stocktitan.net/news/HGRAF/hydro-graph-launches-fractal-graphene-paste-tm-eliminating-a-key-bvfx1r5t6xgx.html


#19 Emerald Publishingがナノセルロースろ過膜の産業廃
水処理応用をレビュー：高強度・生体適合性で汚染物質
90%超を除去

概要

Emerald Publishingのレビュー論文は、ナノセルロース（NC）ろ過膜が、産業廃水処

理においてその高い強度、表面積、および生体適合性から大きな可能性を秘めている
ことを明らかにしました。NC複合材料は、膜やエアロゲルなど様々な形態で、細菌、
重金属、油などの多様な不純物を90%以上の効率で除去できることが示されていま

す。表面修飾によってその適応性と性能がさらに向上するため、持続可能で環境に優
しい廃水処理技術として、今後の広範な応用が期待されます。

公開日 2026年06月28日  Emerald Publishing  国際



詳細

主要成果

Emerald Publishingが発表したレビュー論文は、ナノセルロース（NC）ろ過膜が、その
優れた機械的強度、高い表面積、および環境に優しい生体適合性により、産業廃水処理
において非常に有望な材料であることを強調しています。NC複合材料は、細菌、重金
属、油といった多様な汚染物質を90%以上の高効率で除去できる可能性を示していま
す。

技術・臨床詳細

ナノセルロースは、植物由来のセルロース繊維から抽出されるナノスケールの素材であ
り、ナノフィブリルセルロース（CNF）やナノクリスタルセルロース（CNC）などがあ
ります。これらのNCは、水素結合ネットワークにより非常に高い引張強度を持ち、従
来の合成ポリマー膜に匹敵するかそれ以上の機械的安定性を提供します。また、NCは
高い比表面積を持つため、吸着サイトが豊富であり、重金属イオンや色素、有機汚染物
質を効率的に捕捉できます。レビューでは、NCを基盤としたろ過膜が、純粋なNC膜だ
けでなく、他の材料（グラフェン、金属酸化物など）と複合化された形態でも検討され
ており、その形態は、精密ろ過、限外ろ過、ナノろ過に対応する膜、さらには高多孔質
のエアロゲルやハイドロゲルに及びます。表面に化学的官能基を導入したり、ポリマー
とハイブリッド化したりすることで、膜の親水性・疎水性、電荷、孔径分布などを調整
でき、特定の汚染物質に対する選択性と分離効率をさらに向上させることが可能です。
例えば、抗菌性を持たせたNC膜は、膜表面での微生物の増殖（バイオファウリング）
を抑制し、長期的な性能維持に貢献します。

背景・業界文脈

産業廃水は、重金属、有機化学物質、難分解性物質など、環境や人間の健康に有害な
様々な汚染物質を含んでいます。世界的な環境規制の強化と持続可能な水資源管理への
意識の高まりに伴い、効果的かつ環境に優しい廃水処理技術の開発は喫緊の課題です。
ナノテクノロジーは、その特異な物性から、この分野で革新的なソリューションを提供
できると期待されています。ナノセルロースは、再生可能な資源（木材、農業廃棄物な
ど）から製造されるため、環境負荷が低く、生分解性を有するという点で、持続可能な
材料として特に注目されています。このレビューは、ナノセルロースが従来の合成膜材
料に代わる、あるいはそれを補完する次世代の材料としての地位を確立しつつあること
を示唆しています。



今後の展望

ナノセルロースろ過膜の技術は、今後の研究開発を通じて、さらに多岐にわたる産業廃
水処理（例：製紙、繊維、食品加工、化学工業）に応用されるでしょう。特に、高性能
かつ低コストな大規模生産技術の確立が、商業化に向けた重要な課題となります。ま
た、膜の長期的な安定性、ファウリング耐性、および高圧下での性能に関する詳細な評
価が必要です。この技術が実用化されれば、廃水処理の効率を向上させ、水資源の循環
利用を促進することで、持続可能な社会の実現に大きく貢献する可能性を秘めていま
す。これは、"グリーンケミストリー"と"循環経済"の原則に合致する画期的な技術とな
るでしょう。

元記事: https://www.emerald.com/sign-in?

returnUrl=%2Fjbibn%2Farticle%2F15%2F2%2F51%2F1349303%2FAn-overview-of-nanocellulose-

filtration-membranes

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.emerald.com/sign-in?returnUrl=%2Fjbibn%2Farticle%2F15%2F2%2F51%2F1349303%2FAn-overview-of-nanocellulose-filtration-membranes
https://www.emerald.com/sign-in?returnUrl=%2Fjbibn%2Farticle%2F15%2F2%2F51%2F1349303%2FAn-overview-of-nanocellulose-filtration-membranes
https://www.emerald.com/sign-in?returnUrl=%2Fjbibn%2Farticle%2F15%2F2%2F51%2F1349303%2FAn-overview-of-nanocellulose-filtration-membranes


#20 アイルランド企業BioCene®、バイオマス由来グラフ
ェンを建設・インフラ・エネルギー貯蔵市場で展開：米国
で4,000トン超の実績、国際パートナーシップを募集

概要

アイルランドの先進材料企業は、バイオマス由来グラフェン材料「BioCene®」を建

設、インフラ、エネルギー貯蔵分野で商用化しています。BioCene®は、米国で4,000

トンを超えるグラフェン強化コンクリートおよび複合システムでの使用実績を持ち、
既存材料よりも低炭素な代替品を提供します。同社は現在、国際市場での採用を拡大

するため、商業、技術、研究パートナーシップを積極的に募集しており、持続可能な
材料市場における大きな成長機会を創出しています。

公開日 2026年06月30日  Enterprise Europe Network  アイルランド



詳細

主要成果

アイルランドの先進材料企業が、バイオマスから生成される革新的なグラフェン材料
「BioCene®」を建設、インフラ、およびエネルギー貯蔵分野で積極的に商業化してい
ます。このBioCene®は、米国において4,000トン以上のグラフェン強化コンクリートお
よび複合システムでの使用実績を持ち、従来の材料に比べて大幅に低い炭素排出量を提
供する持続可能な代替品として注目を集めています。

技術・臨床詳細

BioCene®は、農業廃棄物などのバイオマスを原料として、環境負荷の低いプロセスで
製造されるグラフェンです。これにより、製造過程における炭素排出量を削減し、循環
型経済に貢献します。建設分野では、BioCene®をコンクリートに添加することで、圧
縮強度、引張強度、耐ひび割れ性を向上させ、構造物の耐久性と寿命を延長することが
実証されています。米国での4,000トン以上のグラフェン強化コンクリートプロジェク
トでの実績は、その性能とスケールアップの可能性を裏付けるものです。インフラ分野
では、道路舗装、橋梁、トンネルなど、長期的な耐久性とメンテナンスコスト削減が求
められる用途での応用が期待されます。エネルギー貯蔵分野では、電極材料として利用
することで、バッテリーやスーパーキャパシタの性能（容量、充放電速度、サイクル寿
命）を向上させる可能性を秘めています。BioCene®は、既存の材料システムに容易に
統合できるように設計されており、広範な産業での採用を促進します。

背景・業界文脈

持続可能性への世界的な意識の高まりと、建設、インフラ、エネルギーといった主要産
業における脱炭素化の要請は、革新的な低炭素材料への需要を加速させています。グラ
フェンは、その並外れた機械的、電気的、熱的特性から「夢の素材」として期待されて
きましたが、その製造には高いエネルギーコストや環境負荷が課題となることがありま
した。BioCene®のようなバイオマス由来グラフェンは、これらの課題を克服し、再生
可能資源を基盤とした"グリーン"なグラフェン生産を可能にすることで、持続可能な材
料市場における大きなギャップを埋めるものです。Enterprise Europe Networkを通じた
パートナーシップ募集は、同社が国際市場でのプレゼンスを強化し、技術の普及を図る
戦略的な動きを示しています。



今後の展望

アイルランドのこの先進材料企業は、BioCene®の国際的な市場採用を加速させるた
め、商業、技術、研究の各分野で戦略的パートナーシップを積極的に模索しています。
建設やインフラにおける大規模プロジェクト、高性能バッテリー開発、スマートグリッ
ドへの応用など、多岐にわたる連携が期待されます。グローバルなパートナーシップが
確立されれば、BioCene®は、世界中で持続可能な建設とエネルギー貯蔵ソリューショ
ンの実現に大きく貢献し、産業全体の脱炭素化と高機能化を牽引する主要な材料となる
でしょう。これは、"グリーンケミストリー"と"循環経済"の原則に基づき、新たな産業
価値を創造する画期的な取り組みです。

元記事: https://een.ec.europa.eu/partnering-opportunities/irish-advanced-materials-company-offering-

biomass-derived-graphene

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://een.ec.europa.eu/partnering-opportunities/irish-advanced-materials-company-offering-biomass-derived-graphene
https://een.ec.europa.eu/partnering-opportunities/irish-advanced-materials-company-offering-biomass-derived-graphene


#21 埼玉大学研究者が原子欠陥を「プログラミング」：カ
ーボン量子ドットの光学挙動を広範囲波長で精密制御

概要

埼玉大学の研究者らは、原子レベルの欠陥を精密に制御する「欠陥工学」戦略を用い
て、カーボン量子ドット（CQD）の光学的挙動を広範囲の波長（313〜1193 nm）でチ
ューニングできることを発見しました。この画期的な成果は、センシング、バイオイ

メージング、光触媒、太陽エネルギー変換、光熱療法など、光ベースの未来技術向け
にCQDを設計するための予測可能なフレームワークを提供します。これにより、高性
能な次世代光デバイスの開発が大きく加速されると期待されます。

公開日 2026年06月26日  EurekAlert! (埼玉大学)  日本



詳細

主要成果

埼玉大学の研究者チームは、原子レベルの欠陥を精密に制御する革新的な「欠陥工学」
戦略を開発し、これによりカーボン量子ドット（CQD）の光学的挙動を、313〜1193
nmという極めて広範囲な波長域で自在にチューニングできることを明らかにしまし
た。この発見は、未来の光ベース技術のための高性能CQD設計に新たな指針を与えるも
のです。

技術・臨床詳細

これまでの研究では、CQDの発光特性は、そのサイズ、表面官能基、および結晶性に依
存すると考えられてきました。しかし、本研究では、CQD内部に存在する特定の原子欠
陥（例：炭素原子の空孔、異種原子のドーピング）が、その発光波長と量子収率を決定
する上で支配的な役割を果たすことを理論的および実験的に示しました。研究チーム
は、材料合成プロセス中にこれらの原子欠陥の種類と濃度を意図的に"プログラミン
グ"することで、CQDが特定の波長の光を吸収・発光する能力を精密に制御することに
成功しました。例えば、特定の窒素原子欠陥を導入することで、発光ピークを紫外から
近赤外領域へと広範囲にシフトさせることが可能となりました。この「欠陥工学」戦略
は、特定の用途に合わせてCQDの発光特性をオーダーメイドで設計できるという、これ
までにない自由度を提供します。この技術は、特定の生体分子を検出する高感度センシ
ング、深部組織を高解像度で画像化するバイオイメージング、太陽光を効率的に電気や
化学エネルギーに変換する光触媒や太陽エネルギー変換デバイス、そして癌治療におけ
る光熱療法など、多岐にわたる光ベースのアプリケーションに直接応用可能です。

背景・業界文脈

カーボン量子ドット（CQD）は、その低毒性、優れた生体適合性、環境への優しさ、そ
して容易な表面修飾能力から、従来の重金属含有量子ドットに代わる次世代の蛍光材料
として大きな注目を集めています。しかし、CQDの発光特性のメカニズムは複雑であ
り、その制御は経験的なアプローチに頼ることが多く、精密な設計は困難でした。今回
の埼玉大学の成果は、この根本的な課題に対し、原子レベルでの理解と制御という画期
的な解決策を提示するものです。これにより、CQDの研究開発は、より予測可能で合理
的な設計へと移行し、実用化への道のりを大幅に短縮することが期待されます。



今後の展望

この「欠陥工学」戦略は、CQDベースのデバイスの性能を飛躍的に向上させる可能性を
秘めています。例えば、生体内イメージングでは、特定の疾患マーカーに結合するCQD

を、病変部位の検出や手術時のガイドに活用できるでしょう。光触媒としては、効率的
な水分解による水素生成や二酸化炭素還元など、クリーンエネルギー技術への貢献が期
待されます。太陽エネルギー変換においては、太陽電池のスペクトル応答性を最適化
し、変換効率を高める新たなアプローチを提供します。今後は、この設計原理を基盤と
したCQDの大規模合成技術の確立と、各応用分野での実証研究が重要となります。日本
の研究機関によるこのブレークスルーは、国際的なナノテクノロジー分野における日本
の存在感をさらに高め、未来の光技術の発展に不可欠な役割を果たすでしょう。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1133355

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1133355


#22 Soochow大学が近赤外ペロブスカイト量子ドットLED
で外部量子効率24.8%を達成：バイオイメージングと情報
暗号化に応用

概要

中国Soochow大学の機能ナノ＆ソフトマテリアル研究所は、近赤外ペロブスカイト量

子ドットLED（PQD-LED）において、外部量子効率（EQE）24.8%という世界最高水準
の性能を達成しました。この画期的な成果は、「イオン液体媒介表面再構築戦略」に
より、PQDの安定性を高め、電荷輸送を改善することで実現されました。本技術は、

欠陥形成を抑制し、膜の導電性を向上させることで、バイオイメージングや情報暗号
化といった高度なアプリケーション向けの効率的な近赤外LEDの実現に大きく貢献しま
す。

公開日 2026年07月02日  Quantum Zeitgeist (Soochow University)  中国



詳細

主要成果

中国のSoochow大学（蘇州大学）機能ナノ＆ソフトマテリアル研究所の研究者チーム
が、近赤外（NIR）ペロブスカイト量子ドットLED（PQD-LED）において、驚異的なピ
ーク外部量子効率（EQE）24.8%を達成しました。これは、NIR PQD-LED分野における
世界最高水準の記録であり、バイオイメージングや情報暗号化といった高度なアプリケ
ーション向けの効率的なデバイス開発を大きく前進させます。

技術・臨床詳細

この画期的な性能は、「イオン液体媒介表面再構築戦略（ionic liquid-mediated surface

reconstruction strategy）」という革新的な手法によって実現されました。研究チーム
は、イオン液体を用いてPQD表面の欠陥を効果的に"修復"し、同時にPQD薄膜の導電性
を向上させることに成功しました。これにより、キャリア注入のバランスが最適化さ
れ、非放射再結合が抑制された結果、極めて高い発光効率が得られました。具体的に
は、この戦略により、トラップ密度は2分の1に低下し、膜の導電性は1桁向上しまし
た。これにより、PQDは従来の課題であった安定性の低さや効率低下の問題を克服し、
持続的な高輝度発光が可能になりました。このPQD-LEDは、生体組織への光散乱・吸収
が少ない近赤外光を発するため、深部組織のイメージング（例えば、血管構造や腫瘍の
リアルタイム可視化）に応用可能です。また、情報暗号化においては、高効率で安定し
たNIR光源として、セキュアな通信システムやデータストレージ技術への貢献が期待さ
れます。

背景・業界文脈

近赤外発光ダイオード（NIR-LED）は、バイオイメージング、医療診断、通信、セキュ
リティなど、多岐にわたる分野で需要が高まっています。特に、ペロブスカイト量子ド
ット（PQD）は、その高い光ルミネッセンス量子収率、狭い半値幅、広い色域カバー能
力から、次世代のディスプレイや照明、光電子デバイス材料として大きな注目を集めて
います。しかし、PQDは湿気や酸素に対して不安定であり、デバイス化した場合の長期
的な安定性と効率の低下（ロールオフ）が実用化における主要な課題でした。Soochow

大学の成果は、この安定性問題に対する実用的な解決策を提示し、PQD-LEDの商業化に
向けた大きな一歩となります。



今後の展望

Soochow大学のこのブレークスルーは、高性能な近赤外PQD-LEDの商業化を加速させ、
特に医療分野での診断精度向上と、情報通信分野でのデータセキュリティ強化に貢献す
るでしょう。将来的には、ウェアラブル生体センサー、暗視デバイス、さらには量子通
信といった最先端技術への応用も期待されます。今後の研究開発は、デバイスの寿命延
長、さらなる効率向上、および大規模生産技術の確立に焦点が当てられるでしょう。こ
の技術は、光電子デバイス産業において中国がリードする可能性を示唆しており、グロ
ーバルな技術競争において重要なインパクトを与えることが予想されます。

元記事: https://quantumzeitgeist.com/light-science-applications-near-infrared-electroluminescence/

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantumzeitgeist.com/light-science-applications-near-infrared-electroluminescence/


#23 Inspenet、グラフェンを用いた工業廃水処理技術を解
説：有機汚染制御とバイオファウリング抑制に貢献

概要

Inspenetの記事は、グラフェンを含む炭素ナノ材料を工業廃水処理の高度な分離シス
テムに統合する技術について解説しています。これらのナノ材料は、選択的吸着剤、
改質された活性層、触媒支持体、および防汚表面として機能し、有機負荷の制御、微

生物の付着制限、および膜ろ過ユニットの保護に貢献します。この技術は、水質汚染
問題の解決と持続可能な産業プロセスの実現に重要な役割を果たすと期待されていま
す。

公開日 2026年06月28日  Inspenet  国際



詳細

主要成果

Inspenetが発表した記事は、グラフェンをはじめとする炭素ナノ材料が、工業廃水処理
における高度な分離システムに統合されることで、有機汚染物質の除去、微生物の付着
（バイオファウリング）の抑制、および膜ろ過ユニットの保護に大きく貢献する可能性
を明らかにしました。これにより、廃水処理の効率と持続可能性が飛躍的に向上すると
期待されます。

技術・臨床詳細

この記事では、炭素ナノ材料、特にグラフェンおよびその誘導体（酸化グラフェンな
ど）が、廃水処理において多機能な役割を果たすことが強調されています。具体的な機
能は以下の通りです。

選択的吸着剤: グラフェンの高い比表面積と調整可能な表面化学は、重金属イオン、
色素、医薬品残留物などの特定の汚染物質を効率的に吸着除去します。

改質された活性層: 膜ろ過技術において、グラフェンをろ過膜の表面層として、ある
いは複合膜の成分として導入することで、孔径分布の精密な制御と透過性の向上が可
能になります。

触媒支持体: 光触媒や電極触媒反応において、グラフェンはその高い電気伝導性と大
きな表面積により、触媒活性物質の分散を助け、反応効率を向上させます。

防汚表面: グラフェンベースの材料は、その特定の表面特性により、微生物や有機物
の膜表面への付着を抑制するバイオファウリング防止機能を発揮し、膜の寿命延長と
メンテナンスコスト削減に寄与します。

これらの機能により、グラフェンは廃水中の有機物負荷を効果的に低減し、膜の目詰ま
りを防ぎ、全体的な処理プロセスを安定化させることができます。



背景・業界文脈

世界的な産業化の進展は、大量の工業廃水排出を伴い、これが水質汚染の主要な原因と
なっています。既存の廃水処理技術は、高コスト、処理効率の限界、および副次的な環
境問題といった課題に直面しています。特に、難分解性有機汚染物質や新興汚染物質の
除去は、高度な技術を必要とします。ナノテクノロジーは、そのユニークな物性から、
これらの課題に対する革新的な解決策を提供できると期待されており、グラフェンはそ
の中でも特に注目される材料です。環境規制の強化と持続可能な水資源管理への要求が
高まる中で、グラフェンベースの廃水処理技術は、産業界と社会の両方にとって喫緊の
ニーズに応えるものです。

今後の展望

グラフェンおよび炭素ナノ材料を統合した工業廃水処理システムは、今後、さらなる研
究開発と実用化が進むと予測されます。特に、大規模での製造コスト削減、材料の長期
安定性、および実際の廃水環境における性能評価が重要な課題となります。この技術が
商業化されれば、製紙、繊維、化学、医薬品製造などの多様な産業分野で、廃水処理の
効率と持続可能性を劇的に向上させることが可能となります。これにより、水資源の保
全と地球環境の保護に大きく貢献し、持続可能な産業発展を支える基盤技術となること
が期待されます。

元記事: https://inspenet.com/en/articles/industrial-water-treatment-graphene/

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://inspenet.com/en/articles/industrial-water-treatment-graphene/


#24 Diversa Technologies、タンパク質補充療法向けに生
分解性脂質ナノ粒子プラットフォームを開発：次世代治療
薬開発を加速

概要

Diversa Technologies社は、タンパク質補充療法（PRT）を含む次世代治療薬の開発を

加速するため、治療モダリティの標的化および制御送達を可能にする高度なナノメデ
ィシンプラットフォームを開発しています。このプラットフォームは、生分解性脂質
ナノ粒子（LNP）を基盤としており、mRNAやタンパク質などの様々な治療用分子を効

率的に送達できます。同社のアプローチは、生物学的障壁を克服し、遺伝性疾患や慢
性疾患に対する新たな治療選択肢を提供することで、医療分野に革新をもたらす可能
性を秘めています。

公開日 2026年06月26日  Diversa Technologies  アメリカ



詳細

主要成果

Diversa Technologies社は、タンパク質補充療法（PRT）をはじめとする次世代治療薬の
開発を劇的に加速させるため、治療用モダリティの標的化および制御された送達を可能
にする先進的なナノメディシンプラットフォームを開発しています。このプラットフォ
ームは、生分解性の脂質ナノ粒子（LNP）を基盤としており、mRNAや治療用タンパク
質などの様々な治療用分子の効率的な送達を実現します。

技術・臨床詳細

Diversa Technologiesが開発したLNPプラットフォームは、特に生分解性に優れており、
生体内で安全に代謝・排泄されるように設計されています。このLNPは、治療用mRNA

を安定的にカプセル化し、細胞内への送達を促進することで、生体内で目的のタンパク
質を一時的に発現させることができます。また、直接治療用タンパク質自体をLNPに封
入し、標的細胞や組織に効率的に送達する技術も開発されています。従来のタンパク質
補充療法は、タンパク質が生体内での半減期が短く、免疫原性の問題や、細胞膜を透過
しにくいといった課題を抱えていました。Diversaのナノメディシンプラットフォーム
は、LNPの表面を修飾することで、特定の細胞や組織を標的とすることが可能であり、
薬剤の全身曝露を最小限に抑えつつ、治療効果を最大化することを目指しています。こ
の制御送達アプローチにより、薬剤の安定性が向上し、投与頻度を減らし、患者の負担
を軽減できる可能性があります。

背景・業界文脈

タンパク質補充療法は、遺伝性疾患（例：嚢胞性線維症、血友病）や慢性疾患（例：糖
尿病、パーキンソン病）において、欠損または機能不全のタンパク質を補うことで症状
を改善する重要な治療アプローチです。しかし、既存のPRTは、高用量投与、頻回投
与、免疫原性、コスト、および望ましくない副作用といった課題に直面しています。ナ
ノテクノロジー、特にLNP技術は、これらの課題を克服するための有望なソリューショ
ンとして浮上しました。COVID-19 mRNAワクチンの成功により、LNPはmRNAやタンパ
ク質などの"ビッグドラッグ"を安全かつ効率的に送達できるプラットフォームとして、
その価値が確立されました。Diversa Technologiesのような企業は、この確立されたLNP
技術をさらに進化させ、より複雑な治療用高分子のデリバリーに応用することで、未だ
満たされていない医療ニーズに応えようとしています。



今後の展望

Diversa Technologiesの先進的なナノメディシンプラットフォームは、PRTの有効性と安
全性を劇的に改善し、多くの患者の生活の質を向上させる可能性を秘めています。今
後、この技術を用いた前臨床および臨床試験が加速され、様々な遺伝性疾患、代謝性疾
患、自己免疫疾患などへの応用が期待されます。特に、個別化医療の進展と相まって、
患者一人ひとりのニーズに合わせたテーラーメイドの治療法が開発されるでしょう。こ
のプラットフォームは、新たな治療薬のパイプラインを創出し、医薬品開発のプロセス
を効率化することで、医療分野に大きな変革をもたらすことが期待されます。

元記事: https://www.diversatechnologies.com/protein-replacement-therapy-delivery-systems/

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.diversatechnologies.com/protein-replacement-therapy-delivery-systems/


#25 ACS論文、CNT強化セメント複合材の破壊靭性が湿度
70%で17.95%向上：持続可能な建築材料開発に寄与

概要

ACS Publicationsの論文は、カーボンナノチューブ（CNT）がセメント系材料のひび割
れ架橋メカニズムに与える影響を、異なる湿度条件下で詳細に調査しました。その結
果、CNTが破壊性能を大幅に向上させ、特に7日間養生後に湿度約70%の環境で不安定

破壊靭性を最大17.95%増加させることを発見しました。この研究は、CNT強化セメン
ト系複合材料の設計最適化に重要な知見を提供し、より耐久性があり持続可能な建築
材料の開発に貢献するものです。

公開日 2026年06月26日  ACS Publications (ACS Omega)  国際



詳細

主要成果

ACS Publicationsの学術誌『ACS Omega』に発表された最新の研究では、カーボンナノ
チューブ（CNT）がセメント系材料のひび割れ架橋メカニズムに及ぼす影響が、様々な
相対湿度条件下で詳細に解明されました。特に、CNTの添加が材料の破壊性能を顕著に
向上させ、7日間養生後に約70%の最適湿度環境下で、不安定破壊靭性を最大17.95%増
加させることが実証されました。

技術・臨床詳細

この研究では、セメント系複合材料にCNTを少量添加し、異なる相対湿度（例：50%、
70%、90%）で養生した試料について、その機械的特性とひび割れの進展を詳細に分析
しました。CNTは、その高い引張強度とアスペクト比により、セメントマトリックス中
で微細なひび割れの進展を効果的に抑制し、ひび割れ先端での応力集中を緩和する「ひ
び割れ架橋（crack-bridging）」メカニズムを発揮します。研究の結果、7日間養生した
複合材において、湿度70%の環境がCNTの架橋効果を最大化し、複合材の不安定破壊靭
性が対照群と比較して最大17.95%向上することが分かりました。これは、CNTとセメン
ト水和生成物（C–S–Hゲル）との界面において、水分の存在がCNTの分散性、界面結合
強度、およびCNTの引き抜き抵抗性に影響を与えるためと考えられます。特に、最適な
湿度は、C–S–Hゲルの微細構造の形成と、CNTとマトリックス間の化学的・物理的相互
作用を相乗的に強化し、複合材の強度と靭性の両方を高めることが示されました。

背景・業界文脈

セメント系材料は、建設業界で最も広く使用されている材料ですが、その脆性的な破壊
挙動とひび割れ感受性が主要な課題でした。ひび割れは、構造物の耐久性低下、水の浸
透、鉄筋腐食の原因となり、メンテナンスコストの増大と構造物の寿命短縮に繋がりま
す。そのため、セメント系材料の靭性を向上させる技術の開発は、持続可能なインフラ
構築において極めて重要です。カーボンナノチューブは、その卓越した機械的特性とナ
ノスケールでの寸法から、セメント系材料の補強材として大きな期待が寄せられてきま
した。しかし、実用化には、CNTの分散性、コスト、および環境条件が性能に与える影
響の解明が課題でした。この研究は、湿度という重要な環境因子がCNTの強化メカニズ
ムに及ぼす影響を定量的に評価し、実用的な設計指針を提供するものです。



今後の展望

この研究成果は、CNT強化セメント系複合材料の設計において、相対湿度を最適化する
という新たな指針を提供します。今後、この知見を基に、より高性能で耐久性の高いコ
ンクリート材料が開発され、橋梁、高層ビル、トンネルなどの重要インフラ構造物の長
寿命化に貢献することが期待されます。また、建設材料のライフサイクルコスト削減
と、二酸化炭素排出量削減にも寄与し、持続可能な建築技術の実現を加速させるでしょ
う。さらなる研究では、CNTの種類、濃度、表面処理、および長期的な環境曝露が複合
材の性能に与える影響が詳細に調査されるとともに、大規模生産技術の確立が課題とな
るでしょう。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsomega.6c04734

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsomega.6c04734


#26 MDPIがMo1.33CTx i-MXeneと水和V2O5を基盤とす
る高電圧水系非対称スーパーキャパシタを開発：1.7V、
25.2 Wh·kg−1、10,000サイクル後86%容量維持

概要

MDPIで発表された研究において、秩序欠陥を持つMo1.33CTx i-MXene/CNTを負極、水

和V2O5・nH2O/CNTを正極とする水系非対称スーパーキャパシタが開発されました。
このデバイスは、1.7 Vという高い安定動作電圧、1 A·g−1で61 F·g−1の比容量、および
25.2 Wh·kg−1のエネルギー密度を達成し、10,000サイクル後も86%の容量を維持する

優れたサイクル安定性を示しました。この革新は、高性能で安全性の高い次世代エネ
ルギー貯蔵デバイスの実現に大きく貢献するものです。

公開日 2026年07月02日  MDPI  国際



詳細

主要成果

MDPIに掲載された研究論文は、秩序欠陥を持つMo1.33CTx i-MXeneとカーボンナノチ
ューブ（CNT）を組み合わせた負極、および水和V2O5・nH2OとCNTを組み合わせた正
極を用いた、画期的な水系非対称スーパーキャパシタの開発を報告しました。このデバ
イスは、1.7 Vという高い安定動作電圧、1 A·g−1で61 F·g−1の優れた比容量、25.2

Wh·kg−1のエネルギー密度を達成し、さらに10,000サイクル後も86%の容量を維持する
という驚異的なサイクル安定性を示しました。

技術・臨床詳細

このスーパーキャパシタの設計は、高電圧と高エネルギー密度を両立させるために、電
極材料の精密な選択と最適化に基づいています。負極には、秩序欠陥（i-MXene）を持
つMo1.33CTx MXeneとCNTの複合材が採用されました。MXeneは、その優れた導電性と
大きな比表面積により、高速なイオン吸着と電荷貯蔵を可能にします。特に、秩序欠陥
はイオン輸送経路を改善し、容量を高めることに貢献します。正極には、高容量特性を
持つ水和V2O5・nH2OとCNTの複合材が使用されました。水和V2O5は、広い電位窓と
高い容量を持つレドックス活性材料であり、CNTがその導電性を補強します。LiCl電解
質を用いることで、水系電解質でありながら1.7 Vという高い動作電圧を実現しました。
これは、水系スーパーキャパシタの安全性を維持しつつ、従来の有機電解質系に匹敵す
るエネルギー密度を達成する上で重要な進展です。10,000サイクル後の86%という容量
維持率は、このデバイスの長期的な信頼性と実用化への大きな可能性を示唆していま
す。

背景・業界文脈

スーパーキャパシタは、急速な充放電速度、高い出力密度、および長いサイクル寿命と
いう点で、バッテリーと従来のコンデンサの中間的なエネルギー貯蔵デバイスとして注
目されています。特に、安全性と低コストに優れる水系電解質を用いたスーパーキャパ
シタは、その潜在的な市場が非常に大きいですが、動作電圧が低く、エネルギー密度が
有機電解質系に比べて低いという課題がありました。MXeneは、2次元構造を持つ遷移
金属炭化物、窒化物、または炭窒化物であり、その優れた導電性とイオン輸送特性か
ら、次世代スーパーキャパシタ電極材料として大きな期待が寄せられています。本研究
は、MXeneの特性を最大限に引き出し、水系スーパーキャパシタの性能を飛躍的に向上
させることに成功しました。



今後の展望

この高電圧水系非対称スーパーキャパシタの開発は、電気自動車、再生可能エネルギー
貯蔵システム、ポータブル電子機器など、様々な応用分野で大きな影響を与える可能性
があります。特に、その高いエネルギー密度と優れたサイクル安定性は、ハイブリッド
自動車の回生ブレーキシステム、風力発電や太陽光発電の安定化、さらには電力グリッ
ドの補助電源としての利用が期待されます。今後、この技術の大規模生産とコスト削減
に向けた研究開発が進められるでしょう。このブレークスルーは、安全で高性能な次世
代エネルギー貯蔵デバイスの普及を加速し、持続可能な社会の実現に大きく貢献すると
期待されます。

元記事: https://www.mdpi.com/2313-0105/12/7/231

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2313-0105/12/7/231


#27 ブリタニカがフラーレンの最新情報を公開：SWNTの
超高速輸送とMWNTの多機能性を詳解

概要

Britannicaの最新記事は、フラーレンファミリーの主要メンバーである単層カーボンナ
ノチューブ（SWNTs）と多層カーボンナノチューブ（MWNTs）の特性と応用について
深く掘り下げています。SWNTsは超効率的な電気伝導を可能にする弾道輸送と、ダイ

ヤモンドを凌駕するフォノン輸送速度を示し、MWNTsは高い弾力性と可逆的な変形に
よる荷重吸収能力を持つことが強調されています。これらの特性は、触媒担体、化学
センサー、電気伝導性および機械的強度を向上させるプラスチック複合材料など、多

岐にわたる革新的な応用を可能にし、ナノテクノロジーの基盤材料としての重要性を
示しています。

公開日 2026年06月27日  Britannica  アメリカ



詳細

主要成果

Britannicaの最新記事は、フラーレンファミリーの重要なメンバーである単層カーボン
ナノチューブ（SWNTs）と多層カーボンナノチューブ（MWNTs）に関する詳細な情報
を提供しており、それぞれの独特な特性と広範な応用可能性を明らかにしています。特
に、SWNTsが超効率的な電気伝導とダイヤモンドをも上回る熱伝導性を持ち、MWNTs

が高い弾力性と多機能性を備えている点が強調されています。

技術・臨床詳細

単層カーボンナノチューブ（SWNTs）: SWNTsは、グラフェンシートが1枚だけ円筒状
に巻かれた構造をしており、その直径はわずか数ナノメートルです。この極めて小さい
サイズと完璧な結晶構造により、電子が抵抗を受けずに移動する「弾道輸送」と呼ばれ
る現象を示し、超効率的な電気伝導を可能にします。これは、従来の銅線よりもはるか
に低い抵抗で電流を流せることを意味し、次世代の超高速電子デバイスや小型回路への
応用が期待されます。さらに、SWNTsはダイヤモンドよりも速いフォノン輸送（熱伝導
のメカニズム）速度を示し、優れた熱管理材料としての可能性も秘めています。
多層カーボンナノチューブ（MWNTs）: MWNTsは、複数のグラフェンシートが同心円
状に巻かれた構造をしており、SWNTsよりも大きな直径と複雑な構造を持ちます。
MWNTsは非常に高い弾力性を示し、大きな外部荷重を受けても可逆的な変形によって
エネルギーを吸収できるため、衝撃吸収材や高性能複合材料の補強材として理想的で
す。その用途は多岐にわたり、触媒担体として化学反応を促進したり、高感度化学セン
サーの活性層として環境モニタリングや医療診断に利用されたりします。また、プラス
チックなどのポリマー複合材料に添加することで、材料の電気伝導性と機械的強度を大
幅に向上させ、軽量かつ高機能な製品の実現に貢献します。



背景・業界文脈

カーボンナノチューブ（CNTs）は、1991年の発見以来、そのユニークなナノスケール
構造と優れた物理的・化学的特性から、材料科学、電子工学、医療、エネルギーなど、
様々な分野で革新的な応用が期待されてきました。その並外れた強度、導電性、熱伝導
性は、従来の材料では達成できなかった新しい機能や性能を持つ製品を生み出す可能性
を秘めています。フラーレンファミリーの一員として、CNTsはナノテクノロジーの基礎
を築き、多くの研究開発を刺激してきました。特に、SWNTsとMWNTsは、それぞれ異
なる特性を持つため、特定の用途に応じて使い分けられ、ナノ材料設計の多様性を示し
ています。

今後の展望

SWNTsの超高速電子輸送特性は、次世代のトランジスタ、量子コンピューティングの配
線、超高周波デバイスなど、高性能エレクトロニクス分野で革命をもたらすでしょう。
また、MWNTsの多機能性は、自動車の軽量化、航空機の構造材、スポーツ用品、医療
インプラント、エネルギー貯蔵デバイスなど、幅広い産業での採用が期待されます。こ
れらのナノ材料の商業化に向けた課題は、依然として大規模合成技術の確立、品質の均
一化、およびコスト削減にありますが、世界中の研究機関や企業がこれらの課題解決に
注力しています。フラーレンとカーボンナノチューブは、今後もナノテクノロジー分野
の最前線に立ち、多くの産業に変革をもたらし続けるでしょう。

元記事: https://www.britannica.com/science/fullerene/Carbon-nanotubes

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.britannica.com/science/fullerene/Carbon-nanotubes


#28 イラク研究者がアークプラズマ技術でCNT-グラフェ
ンハイブリッドを合成：比表面積1401 m²/g、導電率
52.2×10³ S/cmを達成し、水素貯蔵などに道

概要

『Iraqi Journal of Applied Physics』に掲載された研究は、アークプラズマ技術を用い

て高性能なカーボンナノチューブ-グラフェンハイブリッドナノコンポジットの合成に
成功したことを報告しています。15分間のプラズマ処理により、グラフェンと多層カ
ーボンナノチューブの二層構造が生成され、比表面積1401 m²/g（±38 m²/g）、電気

伝導度52.2×10³ S/cm（±2.1×10³ S/cm）という優れた特性を達成しました。この材料
は、水素貯蔵、センサー、スーパーキャパシタ、リチウムイオン電池など、多様なク
リティカルアプリケーションでの利用が期待されており、中東地域からのナノ材料研

究における重要な進展を示します。

公開日 2026年06月30日  Iraqi Journal of Applied Physics  イラク



詳細

主要成果

『Iraqi Journal of Applied Physics』に発表された最新の研究は、アークプラズマ技術を
用いて、カーボンナノチューブ（CNT）とグラフェンを複合化した高性能なハイブリッ
ドナノコンポジットの合成に成功したことを報告しています。この材料は、極めて高い
比表面積1401 m²/g（±38 m²/g）と優れた電気伝導度52.2×10³ S/cm（±2.1×10³ S/cm）
を同時に達成し、水素貯蔵、センサー、スーパーキャパシタ、リチウムイオン電池な
ど、多岐にわたる重要な応用分野での利用が期待されています。

技術・臨床詳細

研究チームは、グラファイトをアークプラズマ処理することで、グラフェンと多層カー
ボンナノチューブ（MWCNT）が一体となった二層構造のハイブリッドナノコンポジッ
トを合成しました。わずか15分間のプラズマ処理で、グラファイトの層状構造が剥離さ
れ、同時にMWCNTが成長するという効率的なプロセスが実現されました。この独自の
合成法により、グラフェンの高い電気伝導性とCNTの力学的強度および広い表面積とい
う両方の利点を兼ね備えた材料が得られました。特筆すべきは、その高い比表面積で
す。1401 m²/gという比表面積は、多くの既存の炭素材料を凌駕し、ガス吸着や触媒反
応に非常に有利です。また、52.2×10³ S/cmという高い電気伝導度は、電子移動が迅速
に行われることを示唆しており、エネルギー貯蔵デバイスや電子センサーにとって極め
て重要な特性です。このハイブリッド構造は、単一のグラフェンやCNTでは得られない
相乗効果を発揮し、材料の安定性と機能性を高めます。

背景・業界文脈

炭素ベースのナノ材料、特にグラフェンとカーボンナノチューブは、その卓越した物性
から、次世代の材料科学において大きな注目を集めています。これらの材料を単独で用
いるだけでなく、複合化することで、個々の特性を補完し、さらに優れた性能を持つ新
しい材料を創出する研究が活発に行われています。アークプラズマ技術は、高温・高エ
ネルギーのプラズマを利用して材料を合成・改質する手法であり、従来の化学気相成長
法（CVD）などに比べて、より短時間で高純度かつ高機能なナノ材料を合成できる可能
性があります。エネルギー貯蔵、環境センサー、水素燃料技術など、現代社会が直面す
る多くの課題解決において、高性能な材料の開発は不可欠であり、本研究はその一助と
なるものです。



今後の展望

このCNT-グラフェンハイブリッドナノコンポジットは、その優れた物理化学的特性に
より、多様な"クリティカルアプリケーション"に革新をもたらす可能性を秘めていま
す。水素貯蔵においては、高い比表面積が水素分子の効率的な吸着を可能にし、次世代
燃料電池技術の基盤となるでしょう。センサー分野では、高い電気伝導度が超高感度ガ
スセンサーやバイオセンサーの実現に貢献します。スーパーキャパシタやリチウムイオ
ン電池では、高容量と高速充放電を両立する電極材料として、エネルギー貯蔵効率を劇
的に向上させることが期待されます。今後は、この材料の大規模合成技術の確立、長期
的な安定性評価、および各応用分野での実証実験が重要となります。イラク発のこの研
究は、中東地域におけるナノ材料研究の活性化と国際的な科学技術協力の促進にも寄与
するでしょう。

元記事: https://ijap-iq.com/index.php/ijap/article/view/505

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ijap-iq.com/index.php/ijap/article/view/505


#29 arXiv、ハイブリッドフォトニック量子コンピューテ
ィング向けに数千の「産業対応」半導体量子ドットデバイ
ス製造に成功

概要

arXivに公開された論文は、ハイブリッドフォトニック量子コンピューティング向け

に、III-V族半導体パイロット生産ラインプロセスと互換性のある数千個のモノリシッ
ク半導体量子ドットデバイスの製造に成功したと報告しています。これらのデバイス
は、最先端の効率、ほぼ単一の光子量子純度、7粒子スピン-多光子エンタングルメン

ト、およびマイクロ秒スケールのスピンコヒーレンスといった卓越した性能を示しま
す。この成果は、量子コンピューティングの産業スケールでの展開に向けた重要な一
歩であり、実用的な量子プロセッサの開発を加速させるものです。

公開日 2026年06月26日  arXiv  国際



詳細

主要成果

arXivに公開された画期的な論文は、ハイブリッドフォトニック量子コンピューティング
の実現に向け、III-V族半導体パイロット生産ラインプロセスと完全に互換性のある数千
個のモノリシック半導体量子ドットデバイスの製造に成功したことを報告しています。
これらのデバイスは、最先端の効率、ほぼ単一の光子量子純度、7粒子スピン-多光子エ
ンタングルメント、およびマイクロ秒スケールのスピンコヒーレンスという、卓越した
量子特性を実証しました。

技術・臨床詳細

本研究で開発された量子ドットデバイスは、大規模展開を念頭に置いて設計されてお
り、既存の半導体製造インフラを活用できる点が特筆されます。III-V族半導体材料
（例：GaAs/InGaAs）を基盤とし、分子線エピタキシー（MBE）などの精密な成長技術
を用いて、数千個の量子ドットが均一に形成されています。個々の量子ドットは単一光
子源として機能し、量子情報処理の基本要素となります。その性能は、以下の点で世界
最高水準です。

効率: 光子発生効率が非常に高く、量子回路における信号損失を最小限に抑えます。

光子量子純度: 発生する光子の量子状態が"ほぼ単一"であるため、量子情報が正確に
符号化されます。

スピン-多光子エンタングルメント: 7粒子という高次なスピン-光子間の量子もつれを
実証し、これは複雑な量子アルゴリズムの実行に不可欠な特性です。

スピンコヒーレンス: 量子状態がマイクロ秒スケールという比較的長い時間維持され
るため、量子計算の誤り率を低減し、より堅牢な量子プロセッサの構築に貢献しま
す。

これらの特性は、半導体量子ドットが、スケーラブルな量子コンピューティングプラッ
トフォームとしての大きな可能性を秘めていることを強く示唆しています。



背景・業界文脈

量子コンピューティングは、医薬品開発、材料科学、金融モデリングなど、様々な分野
で従来のスーパーコンピューターでは解決できない問題を解く可能性を秘めた次世代技
術です。フォトニック量子コンピューティングは、光子を量子ビットとして利用するア
プローチであり、光速での情報伝達が可能であるため、高速性と低消費電力という点で
魅力的です。特に、ハイブリッドシステムは、量子ドットのような固体系スピン量子ビ
ットと光子を組み合わせることで、情報処理と情報伝達の両方の課題を克服することを
目指しています。しかし、その実用化には、量子ビットの忠実度、コヒーレンス時間、
そして製造のスケーラビリティが大きな障壁となっていました。本研究は、既存の半導
体製造プロセスと互換性のある形で、これらの課題を克服する"産業対応"な量子デバイ
スを提供します。

今後の展望

この"産業対応"な半導体量子ドットデバイスの成功は、ハイブリッドフォトニック量子
コンピューティングの商業化に向けた道のりを大幅に短縮するものです。将来的には、
これらのデバイスを基盤として、より大規模で複雑な量子プロセッサが開発されると期
待されます。量子コンピューティングのハードウェア開発は、世界中で激しい競争が繰
り広げられていますが、今回の成果は、特にスケーラビリティと製造互換性の面で大き
な優位性をもたらします。これにより、量子コンピューティングが研究室の段階を超
え、実際の産業応用へと移行する"量子実用化"の時代を加速させる重要なマイルストー
ンとなるでしょう。この技術は、量子インターネットの構築や、セキュアな量子通信シ
ステムの実現にも貢献する可能性を秘めています。

元記事: https://arxiv.org/abs/2606.27787

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/abs/2606.27787


#30 Emerald Publishingがナノカーボン強化エポキシ複合
材の研究を発表：熱活性化形状記憶と機械的強度を大幅向
上

概要

Emerald Publishingの論文は、ハイブリッド炭素繊維-MWCNT-グラフェンエポキシ複

合材料に関する研究結果を発表し、機械的強度、界面結合、熱活性化形状記憶性能の
大幅な改善を実証しました。この多機能複合材は、より高い回復率と高速な熱応答性
を達成しており、航空宇宙、自動車、適応構造材料などの分野で有望なプラットフォ

ームを提供します。この成果は、次世代の高性能スマート材料開発における重要なブ
レークスルーです。

公開日 2026年06月30日  Emerald Publishing  国際



詳細

主要成果

Emerald Publishingが発表した最新の研究は、ハイブリッド炭素繊維-多層カーボンナノ
チューブ（MWCNT）-グラフェンエポキシ複合材料の優れた性能を実証しました。この
複合材は、従来の材料と比較して、機械的強度、界面結合、および熱活性化形状記憶性
能において顕著な改善を達成しており、航空宇宙、自動車、適応構造材料などの分野で
革新的な応用を可能にする有望なプラットフォームを提供します。

技術・臨床詳細

本研究では、エポキシマトリックスに炭素繊維、MWCNT、そしてグラフェンという異
なる形態のナノカーボン材料を組み込むことで、多機能複合材を開発しました。炭素繊
維は高い引張強度を提供し、MWCNTとグラフェンは、それぞれ異なるメカニズムでマ
トリックスの強化と機能性の付与に貢献します。MWCNTは、エポキシ樹脂の硬化収縮
によって生じる微細なひび割れを抑制し、ナノスケールでの架橋効果を発揮します。グ
ラフェンは、その高い比表面積と電気伝導性により、界面結合を改善し、熱伝導性を向
上させます。この相乗効果により、複合材料は以下の主要な性能向上を達成しました。

機械的強度: 引張強度、曲げ強度、衝撃強度が大幅に向上し、外部荷重に対する耐性
が強化されました。

界面結合: 炭素繊維とエポキシマトリックス間の接着性が向上し、材料全体の信頼性
が高まりました。

熱活性化形状記憶性能: 複合材は、熱刺激（例：温度上昇）に応答して変形した形状
を元の形状に回復させる能力（回復率）が大幅に向上し、回復に要する時間（熱応答
性）も短縮されました。これは、ナノカーボン材料が熱エネルギーを効率的に伝達
し、ポリマーマトリックスの相転移を促進するためと考えられます。

これらの特性は、材料が特定の外部刺激（熱）に応答して動的に構造を変化させること
ができる"スマート材料"としての応用を可能にします。



背景・業界文脈

形状記憶複合材料は、自己修復、スマートアクチュエータ、適応構造、医療機器など、
多岐にわたる分野で大きな関心を集めています。特に、航空宇宙や自動車産業では、軽
量化と同時に高い機能性（例えば、飛行中に形状を変化させる翼）を持つ材料が求めら
れています。しかし、従来の形状記憶ポリマーは、機械的強度が不十分であったり、応
答速度が遅かったり、単一の刺激にしか応答しないといった制約がありました。ナノカ
ーボン材料（MWCNT、グラフェン）は、その卓越した特性から、ポリマー複合材の性
能を向上させる有望な補強材として注目されてきました。本研究は、これらナノカーボ
ン材料をハイブリッド化することで、単独では達成できない相乗効果を引き出し、高性
能な形状記憶複合材を実現したものです。

今後の展望

このナノカーボン強化エポキシ複合材は、航空宇宙産業におけるスマート構造（例：可
変翼、展開型アンテナ）、自動車産業での自己修復部品や軽量構造、ロボティクス分野
でのソフトアクチュエータなど、幅広い応用分野で革新をもたらす可能性を秘めていま
す。より高い回復率と高速な熱応答性は、デバイスの効率と信頼性を向上させるでしょ
う。今後、この材料の大規模生産技術の確立、費用対効果の改善、および長期的な耐久
性評価が重要な課題となります。このブレークスルーは、次世代の高性能スマート材料
の設計と開発を加速し、持続可能で高度な技術社会の実現に大きく貢献すると期待され
ます。

元記事: https://www.emerald.com/prt/article/doi/10.1108/PRT-04-2026-0055/1384648/Comparative-

study-of-mechanical-properties-and

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.emerald.com/prt/article/doi/10.1108/PRT-04-2026-0055/1384648/Comparative-study-of-mechanical-properties-and
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#31 中国スタートアップPrinanoがナノインプリントリソ
グラフィで8インチフォトニックチップ量産を主張：コス
ト90%削減か

概要

New Market Pitchの市場分析によると、中国のスタートアップ企業Prinanoが、従来の

DUVリソグラフィを使用せず、ナノインプリントリソグラフィ（NIL）を用いて8イン
チフォトニックチップウェーハの量産に成功したと主張しています。同社は、これに
より最大90%のコスト削減が可能になると言及していますが、歩留まり、欠陥率、お

よび独立した検証の詳細はまだ明確ではありません。この技術が真に確立されれば、
半導体製造のコスト構造に革命をもたらし、特にフォトニックチップ市場における中
国企業の存在感を高める可能性があります。

公開日 2026年06月29日  New Market Pitch  中国



詳細

主要成果

市場分析プラットフォームNew Market Pitchが報じたところによると、中国のスタート
アップ企業Prinanoが、従来のDUVリソグラフィを不要とし、ナノインプリントリソグ
ラフィ（NIL）技術を活用して8インチフォトニックチップウェーハの量産を実現したと
主張しています。同社は、この技術により製造コストを最大90%削減できる可能性があ
ると述べていますが、その詳細な歩留まりや欠陥率、独立した検証データはまだ公開さ
れていません。

技術・臨床詳細

Prinanoが主張する技術の中核は、ナノインプリントリソグラフィ（NIL）です。NIL

は、光や電子ビームを用いる代わりに、ナノ構造化された型（モールド）を直接ウェー
ハ上のレジストに押し付け、パターンを形成する技術です。これにより、DUV（深紫
外）リソグラフィのような複雑で高価な光学システムや、高エネルギー消費を必要とす
るプロセスを回避できるとされています。8インチウェーハでの量産化は、この技術が
産業スケールで適用可能であることを示唆しています。特にフォトニックチップは、光
を用いて情報を処理するため、微細な光学コンポーネントを高精度でパターニングする
ことが不可欠です。NILは、光の回折限界に制約されないため、このようなアプリケー
ションに適していると考えられます。Prinanoは、この技術によって製造コストが最大
90%削減されると主張していますが、これは設備投資の大幅な削減、プロセスステップ
の簡素化、および材料費の低減に起因するものと推測されます。ただし、半導体製造に
おいて最も重要な指標である歩留まり（Good Die Per Wafer）や、欠陥密度に関する具
体的なデータが不足しているため、その主張の妥当性についてはさらなる検証が必要で
す。



背景・業界文脈

半導体産業は、ムーアの法則に従って継続的な微細化とコスト削減を追求してきました
が、最新のEUV（極端紫外線）リソグラフィは非常に高価であり、その導入・運用には
莫大な費用がかかります。NILは、特にレガシーノードや特定用途向けチップ、そして
フォトニックチップのように高解像度とコスト効率が求められる分野において、EUVや
DUVの代替技術として注目されてきました。中国は半導体国産化を国家戦略として推進
しており、PrinanoのようなスタートアップのNIL技術は、その目標達成に向けた重要な
一環となる可能性があります。ただし、"量産化"の定義、品質基準、サプライチェーン
の確立など、商用化には多くのハードルが存在します。

今後の展望

もしPrinanoの主張が事実であり、かつ高品質かつ高歩留まりで量産が実現できれば、
半導体製造業界に大きな変革をもたらす可能性があります。特に、フォトニックチッ
プ、センサー、MEMSなどのニッチ市場において、NILは競争力のある製造技術として
の地位を確立するでしょう。中国企業がこの分野で先行することは、グローバルな半導
体サプライチェーンの再編にも影響を与える可能性があります。しかし、その主張を裏
付ける独立した技術評価と詳細な商業データが求められます。今後の動向は、NIL技術
の進化と、半導体産業における"脱DUV/EUV"の動きを占う上で重要な指標となるでしょ
う。

元記事: https://newmarketpitch.com/blogs/news/semiconductor-top-startups

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://newmarketpitch.com/blogs/news/semiconductor-top-startups


#32 First GrapheneがMITO買収で米国防衛市場へ進出、
PureGRAPH®パイプラインで1,000万ドル超の収益機会創
出

概要

First Graphene Limitedは、米国での事業拡大戦略の一環としてMITO Material Solutions

を買収し、防衛、航空宇宙、輸送、先端材料市場への参入を加速しています。同社
は、PureGRAPH®製品パイプラインにおいて短期的に1,000万米ドルを超える収益機会
を特定し、50以上の商業契約を締結しました。この動きは、グラフェンベースの材料

ソリューションの世界的な需要の高まりに対応し、多様な産業分野での採用を推進す
るものです。

公開日 2026年06月30日  Kalkine  オーストラリア



詳細

主要成果

First Graphene Limitedは、米国市場への大規模な進出を発表し、MITO Material

Solutionsの買収を通じて防衛、航空宇宙、輸送、先端材料セクターでの事業を強化しま
す。同社は、主力製品であるPureGRAPH®に関連するパイプラインにおいて、短期的に
1,000万米ドルを超える収益機会が具体化していることを明らかにしました。この戦略
的な動きは、グラフェン製品の商業化を加速させ、グローバルな顧客基盤の拡大を目指
すものです。

技術・ビジネス詳細

MITO Material Solutionsの買収は、First Grapheneの製品ポートフォリオと技術的専門知
識を補完し、特に高付加価値アプリケーション向けグラフェン製品の市場投入を促進し
ます。ウェビナーで示された情報によると、同社はすでに50を超える商業契約を締結し
ており、これはPureGRAPH®の汎用性と高い性能評価を裏付けています。防衛・航空宇
宙分野への参入は、グラフェンが提供する軽量性、高強度、導電性といった特性が、極
限環境下での材料性能向上に不可欠であるという認識に基づいています。

背景・業界文脈

グラフェン市場は、その独自の物理的・化学的特性により、急速な成長を遂げていま
す。特に、軽量化と耐久性向上が求められる防衛・航空宇宙産業では、グラフェン複合
材料への関心が高まっています。First Grapheneは、高品質なPureGRAPH®製品を提供
することで、このニーズに応えようとしています。米国の巨大な市場に本格的に参入す
ることで、同社は技術革新と市場シェア拡大の両面で優位性を確立することを目指して
います。



今後の展望

First Grapheneは、MITO買収と米国事業拡大をテコに、PureGRAPH®の商業化をさらに
推進し、防衛、航空宇宙、輸送、先端材料市場でのリーダーシップを確立することを目
指しています。短期的な1,000万米ドル超の収益機会は、同社の成長軌道における重要
なマイルストーンとなるでしょう。今後は、既存顧客との関係深化に加え、新規アプリ
ケーション開発や戦略的パートナーシップを通じて、さらなる市場拡大が期待されま
す。

元記事: https://kalkine.com.au/news/announcements/first-graphene-schedules-july-2026-investor-

webinar-to-showcase-us-expansion-mito-acquisition-and-defence-pipeline

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#33 Nanoco Group PLC、上場廃止投票延期を受け株主協
議を開始、CFQD®事業の戦略再構築へ

概要

Nanoco Group PLCは、上場廃止案に関する株主総会を延期した後、独立系コンサルタ
ントSodali & Co.を任命し、株主との本格的な協議を開始しました。この協議は、同社
が推進する独自のカドミウムフリー量子ドット（CFQD®）技術およびその他のナノ材

料事業の将来的な方向性を再検討するために行われます。株主の懸念に対応し、事業
戦略の再構築を目指す重要なステップです。

公開日 2026年06月26日  TradingView / London Stock Exchange (RNS)  イギリス



詳細

主要成果

Nanoco Group PLCは、ロンドン証券取引所メイン市場からの上場廃止案に対する株主
の反対意見を受け、株主総会での投票を延期しました。これに対応し、同社は株主との
対話を深めるため、専門の株主協議サービスを提供するSodali & Co.を任命したと発表
しました。この動きは、同社の将来的な戦略と、独自のカドミウムフリー量子ドット
（CFQD®）技術を基盤とするナノ材料事業の方向性を決定する上で極めて重要です。

技術・ビジネス詳細

Nanoco Groupは、カドミウムを使用しない量子ドット（CFQD®）技術の開発とライセ
ンス供与を専門とするナノ材料企業です。CFQD®は、特にディスプレイ、照明、医療
画像処理などのエレクトロニクス産業において、優れた色純度とエネルギー効率を提供
する次世代材料として期待されています。しかし、事業環境の変化や株主からのフィー
ドバックを受けて、上場継続の是非を含めた広範な戦略的見直しが必要となりました。
Sodali & Co.は、このような状況下で、取締役会と株主間の建設的な対話を促進し、コ
ンセンサス形成を支援する役割を担います。

背景・業界文脈

ナノ材料産業は、急速な技術革新と市場競争に直面しており、企業は常に最適な事業戦
略を模索しています。NanocoのCFQD®技術は、環境規制の高まりによりカドミウムの
使用が制限される中で、その優位性を発揮してきました。しかし、上場廃止の検討は、
同社が直面する財務的、戦略的課題を示唆しています。類似の技術を持つ競合他社も存
在する中で、Nanocoは自社の技術的優位性をいかにビジネス的成功に結びつけるかと
いう課題に直面しています。



今後の展望

株主協議の開始は、Nanoco Group PLCにとって事業再編に向けた重要な一歩となりま
す。取締役会は、株主の意見を十分に聞き入れ、会社の長期的な価値創造に資する最適
な道を模索するでしょう。CFQD®技術の商業化を加速させるための新たな資金調達方
法やパートナーシップ、あるいは事業売却といった選択肢も議論の対象となる可能性が
あります。この協議の結果が、同社の将来の事業構造とナノ材料市場におけるポジショ
ンを大きく左右することになります。

元記事: https://www.tradingview.com/news/reuters.com,2026-06-26:newsml_RSZ8451Ja:0-reg-nanoco-

group-plc-commencement-of-shareholder-consultation/

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#34 Graphene Manufacturing Group、ATM株式発行で
C$497,368.65を調達、グラフェン事業拡大資金を確保

概要

Graphene Manufacturing Group (GMG)は、アット・ザ・マーケット（ATM）株式プロ
グラムを通じて、2026年6月30日までの四半期に合計193,500株の普通株式を発行し、
総額C$497,368.65を調達したと発表しました。この資金は、同社のグラフェン製造事

業およびエネルギー貯蔵・省エネソリューションの開発と商業化に充当されます。
GMGは独自のグラフェン生産プロセスを持つクリーンテクノロジー企業であり、さら
なる成長を目指します。

公開日 2026年07月02日  Newsfile Corp.  カナダ



詳細

主要成果

Graphene Manufacturing Group Limited (GMG)は、2026年6月30日までの四半期におい
て、アット・ザ・マーケット（ATM）株式発行プログラムにより、総額C$497,368.65の
資金を調達したことを報告しました。この資金は、193,500株の普通株式の発行を通じ
て行われ、同社のグラフェン製造事業の継続的な拡大と、エネルギー貯蔵および省エネ
ソリューションの開発を支援するために使用されます。

技術・ビジネス詳細

GMGは、独自の製造プロセスを用いて高品質なグラフェンを生産するクリーンテクノ
ロジー企業です。同社の技術は、特にバッテリー技術（グラフェンアルミニウムイオン
電池など）や熱管理システム（THERMAL-XR®コーティングなど）に応用され、エネル
ギー効率と性能の大幅な向上を目指しています。ATMプログラムは、市場の状況に応じ
て柔軟に株式を発行し、運転資金や事業開発資金を効率的に調達するための戦略的手段
です。今回調達された資金は、これらの革新的なグラフェンベース製品の商業化を加速
し、生産能力を増強するために活用される見込みです。

背景・業界文脈

グラフェンは、「奇跡の材料」として知られ、その優れた電気伝導性、熱伝導性、機械
的強度から、多様な産業分野で革命的な応用が期待されています。特に、エネルギー貯
蔵分野では、従来のバッテリー技術と比較して充電速度、安全性、寿命を向上させる可
能性を秘めています。GMGのような企業は、このような高性能材料を大規模かつコス
ト効率よく生産する技術を確立することで、持続可能な社会の実現に貢献しようとして
います。今回の資金調達は、高成長が期待されるグラフェン市場における競争力を維
持・強化するための重要なステップです。



今後の展望

今回のATMプログラムによる資金調達は、GMGがグラフェンベースのエネルギーソリ
ューションを市場に投入し続ける上で重要な財政的基盤を提供します。同社は、グラフ
ェンアルミニウムイオン電池のプロトタイプ開発や、THERMAL-XR®コーティングの適
用範囲拡大など、複数のプロジェクトを進行させています。これらのプロジェクトの成
功は、同社の収益成長を加速させるだけでなく、グローバルなエネルギー転換における
グラフェンの役割を確立することに貢献するでしょう。将来的には、さらなる生産能力
の拡大と、より広範な市場への展開が期待されます。

元記事: https://www.newsfilecorp.com/release/303692/Graphene-Manufacturing-Group-Provides-

Quarterly-ATM-Sales-Update

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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https://www.newsfilecorp.com/release/303692/Graphene-Manufacturing-Group-Provides-Quarterly-ATM-Sales-Update


#35 ナノコンポジット先端材料市場、2034年までに600億
米ドルに成長予測 (Market.usレポート)

概要

Market.usが発行した最新レポートによると、ナノコンポジット先端材料市場は2025年
の320億米ドルから、2034年には600億米ドルに成長すると予測されています。この成
長は、予測期間中の年平均成長率（CAGR）7.2%によって牽引される見込みです。ナノ

コンポジットは、航空宇宙、自動車、エレクトロニクス産業において、軽量性と高強
度を兼ね備えた部品を実現する重要な材料です。

公開日 2026年06月25日  Market.us  アメリカ



詳細

本記事はMarket.usが発行した市場調査レポートの概要紹介です。

レポート概要

Market.usが発行した包括的な市場調査レポートは、「ナノコンポジット先端材料市
場」に焦点を当てています。このレポートは、2025年から2034年までの予測期間にお
ける市場の規模、成長トレンド、主要な推進要因、抑制要因、そして地域ごとの分析を
提供しています。調査対象市場には、航空宇宙、自動車、エレクトロニクス、建設、パ
ッケージング、医療など、ナノコンポジット材料の多様な応用分野が含まれています。
地理的範囲は、北米、ヨーロッパ、アジア太平洋地域、ラテンアメリカ、中東およびア
フリカといった主要地域を網羅しています。

主要な調査結果

ナノコンポジット先端材料市場は、2025年の評価額320億米ドルから、2034年には
600億米ドルに達すると予測されています。

予測期間（2025-2034年）における年平均成長率（CAGR）は7.2%と見込まれていま
す。

市場の成長は、航空宇宙、自動車、エレクトロニクス産業における軽量・高強度材料
の需要増加によって大きく推進されています。これらの産業では、燃料効率の向上や
製品性能の最適化のために、ナノコンポジットの優れた機械的強度、熱安定性、電気
伝導性が不可欠とされています。

発行会社について

Market.usは、グローバルな市場調査とコンサルティングサービスを提供する企業で
す。同社は、広範な産業分野にわたる詳細な市場インテリジェンスを提供し、企業が戦
略的な意思決定を行うためのデータ駆動型洞察を提供することに特化しています。その
レポートは、市場規模、トレンド、競争環境、機会分析など、包括的な情報で知られて
います。

元記事: https://www.24chemicalresearch.com/reports/314776/nanocomposite-advanced-materials-

https://www.24chemicalresearch.com/reports/314776/nanocomposite-advanced-materials-market


market

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.24chemicalresearch.com/reports/314776/nanocomposite-advanced-materials-market


#36 ISOが液体クロマトグラフィー用ナノポーラスシリカ
微粒子の国際技術仕様ISO/TS 4966:2026を公開

概要

国際標準化機構（ISO）は、液体クロマトグラフィーの固定相として用いられるナノポ
ーラスシリカ微粒子の特性と測定方法に関する国際技術仕様ISO/TS 4966:2026を公開
しました。この新規格は、シリカナノ材料の品質と性能の標準化を図り、分析化学分

野での信頼性と再現性を向上させることを目的としています。クロマトグラフィー応
用におけるナノ材料の評価基準を確立する重要な一歩です。

公開日 2026-06  ISO  スイス



詳細

主要成果

国際標準化機構（ISO）は、液体クロマトグラフィー（LC）の固定相として利用される
ナノポーラスシリカ微粒子の特性および測定方法を具体的に規定する新国際技術仕様、
ISO/TS 4966:2026を正式に公開しました。この規格は、ナノテクノロジー分野における
シリカナノ材料の品質評価と管理のための明確な指針を提供し、分析プロセスの信頼性
と再現性を大幅に向上させるものです。

技術・臨床詳細

ISO/TS 4966:2026は、粉末状のナノポーラスシリカ微粒子に焦点を当て、その物理的お
よび化学的特性を測定するための詳細な方法論を確立しています。具体的には、粒子
径、比表面積、細孔径分布、細孔容積といった重要な特性の測定が対象となります。こ
れらの特性は、液体クロマトグラフィーにおける分離効率と選択性に直接影響を与える
ため、標準化が不可欠です。この規格は、表面処理が施された材料や、健康、環境、安
全に関連する特定の特性については対象外としていますが、基本的な材料特性の評価に
おいては業界標準となるでしょう。

背景・業界文脈

液体クロマトグラフィーは、製薬、食品、環境分析など、様々な産業で広く用いられる
重要な分析技術です。その性能は、固定相として使用されるシリカ微粒子の品質に大き
く依存します。ナノテクノロジーの進展により、より高性能なナノポーラスシリカ微粒
子が開発されていますが、その評価方法には統一された基準がありませんでした。
ISO/TS 4966:2026の策定は、このギャップを埋め、市場に出回るナノシリカ製品の品質
保証と互換性を確保するための重要なステップとなります。これにより、研究開発から
産業応用まで、より効率的で信頼性の高い分析が可能になります。



今後の展望

ISO/TS 4966:2026の導入は、液体クロマトグラフィー用ナノシリカ材料の製造業者、研
究者、およびユーザーにとって、共通の評価枠組みを提供します。これにより、製品開
発の効率化、品質管理の厳格化、そして国際的な取引における技術障壁の低減が期待さ
れます。将来的には、この技術仕様が、より広範なナノ材料の標準化プロセスにおける
モデルケースとなり、ナノテクノロジー産業全体の成長と成熟に貢献する可能性があり
ます。研究機関や企業は、この規格に準拠することで、自社製品の国際的な競争力を高
めることができるでしょう。

元記事: https://www.iso.org/standard/87932.html

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.iso.org/standard/87932.html


#37 ナノテクノロジー分野の共通言語確立へ：ISO/TS
5341:2026が一般命名法を標準化

概要

国際標準化機構（ISO）は、ナノテクノロジー分野における用語の命名に関する原則と
規則を定めた国際規格ISO/TS 5341:2026を公開しました。この技術仕様は、様々なナ
ノスケールの概念、材料、物体、現象に対する一貫した命名法を提供することで、研

究者、エンジニア、産業界間のコミュニケーションを明確化し、誤解を解消すること
を目的としています。ナノテクノロジーの国際的な協力と発展を促進する上で不可欠
な基盤となります。

公開日 2026-04  StatNano  スイス



詳細

主要成果

国際標準化機構（ISO）は、ナノテクノロジー分野における用語の命名に関する普遍的
な原則と規則を規定した国際技術仕様ISO/TS 5341:2026を公開しました。この新しい規
格は、ナノスケールで扱われる様々な概念、材料、物体、品目、現象に対して、世界中
で一貫性のある命名法を確立することを目的としています。これにより、科学研究、技
術開発、産業応用の各段階におけるコミュニケーションの障壁が低減し、効率的な情報
共有が促進されることが期待されます。

技術・ビジネス詳細

ISO/TS 5341:2026は、ナノテクノロジーの急速な発展に伴い生じた、用語の多様性や曖
昧さという課題に対処するために策定されました。具体的には、ナノ粒子、ナノチュー
ブ、ナノワイヤーといった基本的なナノ構造から、ナノ複合材料、ナノデバイス、ナノ
スケール現象に至るまで、広範な概念の命名に関する指針が提供されます。これによ
り、研究論文、特許申請、製品仕様書、規制文書など、あらゆる技術文書における用語
の統一が図られ、国際的な協力プロジェクトや技術移転がより円滑に進むようになりま
す。明確な命名法は、特に新興技術分野において、誤解による開発遅延や市場参入の障
壁を防ぐ上で極めて重要です。

背景・業界文脈

ナノテクノロジーは、医療、エネルギー、エレクトロニクス、材料科学など、多岐にわ
たる分野で革新的な進歩をもたらしています。しかし、その学際的な性質と急速な進化
ゆえに、専門用語の定義や使用方法に混乱が生じることが少なくありませんでした。異
なる国や研究機関で独自の用語が使われることで、情報の交換や共同研究に支障をきた
すケースも発生していました。ISO/TS 5341:2026のような国際規格の確立は、このよう
な課題を克服し、グローバルなナノテクノロジーコミュニティ全体の効率性と生産性を
向上させるための基礎となります。



今後の展望

この命名法の標準化は、ナノテクノロジー分野のさらなる発展を加速させる上で不可欠
なインフラとなります。統一された用語は、新たな研究成果の普及を容易にし、関連技
術の産業化を促進します。また、規制当局がナノ材料の安全性や環境影響を評価する際
の基盤としても機能し、国際的な規制調和にも貢献するでしょう。研究者、企業、政策
立案者といった多様なステークホルダーがこの規格を採用することで、ナノテクノロジ
ーエコシステム全体の透明性と信頼性が向上し、未来の技術革新への道が開かれること
が期待されます。

元記事: https://statnano.com/standard/iso/3686/ISOTS-5341-2026

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://statnano.com/standard/iso/3686/ISOTS-5341-2026


#38 CHASM Advanced Materials、Roosと提携しCNTハ
イブリッド技術で透明プリントエレクトロニクス市場を拡
大

概要

CHASM Advanced Materialsは、ドイツのプリントソリューションメーカーRoosとの戦

略的パートナーシップを発表しました。この提携により、RoosはCHASMのCNT（カー
ボンナノチューブ）ハイブリッドプラットフォームを利用し、透明プリントエレクト
ロニクスの製造能力を大幅に拡張します。これにより、顧客固有のフロントフォイ

ル、メンブレンキーボード、静電容量式および抵抗式タッチスクリーンなどの高機能
製品への対応力が強化され、プリントエレクトロニクス市場における技術革新と市場
拡大が期待されます。

公開日 2026年06月25日  CHASM Advanced Materials  アメリカ



詳細

主要成果

CHASM Advanced Materials, Inc.は、ドイツを拠点とするプリントソリューションの専
門企業Roosとの戦略的パートナーシップを締結したことを発表しました。この提携の中
心は、RoosがCHASMの革新的なCNT（カーボンナノチューブ）ハイブリッドプラット
フォームを活用し、透明プリントエレクトロニクス製品の製造能力を大幅に拡張するこ
とです。これにより、両社は成長するプリントエレクトロニクス市場において、高機能
かつカスタマイズされたソリューションを顧客に提供する体制を強化します。

技術・ビジネス詳細

CHASMのCNTハイブリッドプラットフォームは、カーボンナノチューブの優れた導電
性と透明性を組み合わせることで、従来のITO（酸化インジウムスズ）などの材料に代
わる、高性能な透明導電性フィルムを提供します。Roosは、この技術を導入すること
で、透明フロントフォイル、複雑なメンブレンキーボード、高感度な静電容量式タッチ
スクリーン、そして堅牢な抵抗式タッチスクリーンといった幅広いプリントエレクトロ
ニクス製品の製造を可能にします。この技術は、特にフレキシブルディスプレイ、ウェ
アラブルデバイス、スマート家電などの分野で需要が高まっており、Roosの製造プロセ
スにCHASMの材料が統合されることで、製品の性能向上とコスト効率の改善が期待さ
れます。

背景・業界文脈

プリントエレクトロニクス市場は、IoT、5G、スマートデバイスの普及に伴い急速に拡
大しており、より薄く、軽く、フレキシブルで高性能な電子部品への需要が高まってい
ます。特に透明導電性材料においては、希少金属であるインジウムに依存しないCNTベ
ースのソリューションが、持続可能性とコストの観点から注目を集めています。
CHASMのCNTハイブリッド技術は、このような市場の要請に応えるものであり、Roos
のような確立されたメーカーとの提携は、その技術が産業規模での実用化へと進む重要
な証となります。



今後の展望

CHASMとRoosのパートナーシップは、透明プリントエレクトロニクス分野における技
術革新を加速させ、両社の市場競争力を高めるでしょう。Roosは、CHASMのCNTハイ
ブリッドプラットフォームを活用することで、顧客の多様なニーズに応えるカスタマイ
ズ性の高い製品を提供できるようになり、欧州市場での存在感を強化します。CHASM
にとっては、Roosとの提携がCNTハイブリッド技術のグローバルな普及を促進し、新た
なアプリケーション開発と市場機会の創出につながると期待されます。この協力関係
は、ナノ材料をベースとしたプリントエレクトロニクス技術が、次世代の電子デバイス
を形作る上で重要な役割を果たす可能性を示しています。

元記事: https://www.chasmtek.com/blog/roos-expands-printed-electronic-offerings-through-

partnership-with-chasm

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.chasmtek.com/blog/roos-expands-printed-electronic-offerings-through-partnership-with-chasm
https://www.chasmtek.com/blog/roos-expands-printed-electronic-offerings-through-partnership-with-chasm


#39 米国EPA、特定の新規化学物質（ナノ材料含む）に
SNURを適用、製造・加工に90日前通知義務化

概要

米国環境保護庁（EPA）は、連邦官報を通じて、特定の化学物質（ナノ材料を含む可能
性がある）に対する重要新規用途規則（SNUR）の適用を発表しました。この規則によ
り、対象となる化学物質を「重要な新しい用途」で製造または加工しようとする企業

は、EPAに90日前までに通知することが義務付けられます。これは、新しい化学物質
が環境や人体に与える潜在的影響を事前に評価し、管理するための重要な措置です。

公開日 2026年06月26日  GovInfo (U.S. Environmental Protection Agency)  アメリカ



詳細

主要成果

米国環境保護庁（EPA）は、2026年6月26日付の連邦官報において、大気浄化法（Clean

Air Act）に基づく広範な規則と規制に関する通知を発表しました。この発表には、特
に、特定の化学物質（ナノ材料を含む可能性）に対して「重要新規用途規則
（Significant New Use Rules, SNUR）」が適用されることが含まれています。この規制
により、対象化学物質を「重要な新しい用途」で製造または加工しようとする者は、意
図された活動を開始する90日前までにEPAに通知し、審査を受けることが義務付けられ
ます。

規制詳細・業界への影響

SNURは、米国における有害物質規制法（TSCA: Toxic Substances Control Act）の枠組み
の一部であり、新規化学物質や既存化学物質の新たな用途が、人体の健康や環境に対し
て不合理なリスクをもたらす可能性がある場合に発動されます。今回の発表は、ナノテ
クノロジー分野の進化に伴い、潜在的なリスクを持つ新規ナノ材料への規制強化を示唆
している可能性があります。企業は、製造・加工計画の早期段階でEPAへの届出義務を
認識し、必要な安全性評価やデータ提出を準備する必要があります。これにより、規制
遵守のための追加の時間とコストが発生する可能性がありますが、同時に製品の安全性
と信頼性を高めることにもつながります。

背景・業界文脈

ナノ材料は、そのユニークな特性から多くの産業で革新をもたらす一方で、その微細な
サイズや高い反応性から、環境中での挙動や人体への影響について懸念が提起されてき
ました。各国政府および国際機関は、これらの新興技術の恩恵を享受しつつ、潜在的な
リスクを適切に管理するための規制枠組みの構築を進めています。EPAの今回のSNUR適
用は、米国がナノ材料の責任ある開発と利用を推進するための継続的な取り組みの一環
として位置づけられます。これにより、ナノ材料を扱う企業は、イノベーションと同時
に環境・健康・安全（EHS）への配慮が不可欠であることが再認識されます。



今後の展望

このSNURの適用は、ナノ材料業界における企業の事業計画、研究開発、サプライチェ
ーン全体に影響を与えるでしょう。特に、新しいナノ材料やその応用を市場に導入する
企業は、90日間の通知期間中にEPAによる審査プロセスを通過する必要があります。こ
れにより、製品の上市スケジュールに影響が出る可能性もあります。しかし、長期的に
は、より厳格な規制が適用されることで、市場の透明性と信頼性が向上し、消費者や環
境保護団体からのナノ材料への受容性が高まることが期待されます。企業は、規制動向
を注視し、早期から専門家と連携して、適切な規制対応戦略を構築することが求められ
ます。

元記事: https://www.govinfo.gov/content/pkg/FR-2026-06-26/pdf/2026-12913.pdf

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.govinfo.gov/content/pkg/FR-2026-06-26/pdf/2026-12913.pdf


#40 第16回Graphene2026国際会議がバルセロナで開催、
グラフェン・2D材料の最先端研究と産業応用を議論

概要

第16回Graphene2026国際会議が、2026年6月30日から7月3日までスペインのバルセロ
ナで開催され、グラフェンおよび2D材料分野における最先端の研究、技術的ブレーク
スルー、および新たな産業応用が活発に議論されています。本会議はヨーロッパ最大

のグラフェンイベントであり、世界中の科学者、エンジニア、産業イノベーターが一
堂に会する場となっています。これは、グラフェン技術の商業化と次世代材料開発を
加速する重要な機会です。

公開日 2026年06月30日  Graphene2026 Conference Website  スペイン



詳細

主要成果

第16回Graphene2026国際会議が、2026年6月30日から7月3日までスペインのバルセロ
ナで盛大に開催されています。この会議は、グラフェンおよびその他の2D材料の研究開
発と産業応用に関するヨーロッパ最大規模のイベントとして、世界中の主要な科学者、
エンジニア、産業界のイノベーターを一堂に集めています。参加者は、材料科学、物理
学、エレクトロニクス、エネルギー、医療など、多岐にわたる分野における最新の進歩
と将来の展望について、活発な議論と情報交換を行っています。

技術・臨床詳細

会議では、グラフェンの合成方法の革新、2D材料の特性評価、フレキシブルエレクトロ
ニクス、高性能センサー、エネルギー貯蔵デバイス、そして生体医療応用といった幅広
いトピックがカバーされています。特に、グラフェンの大規模生産技術の進展、量子ド
ットやMXeneなどの他の2D材料とのハイブリッド化、そして実際の産業製品への統合
に関する発表が注目されています。これらのセッションでは、グラフェンベースのトラ
ンジスタや次世代バッテリー、超軽量複合材料などの具体的な技術的ブレークスルーが
共有され、材料科学の最前線が示されています。

背景・業界文脈

グラフェンおよび2D材料は、その優れた電気的、熱的、機械的特性により、「奇跡の材
料」として幅広い産業分野での応用が期待されています。過去数年間で、研究室レベル
の発見から産業界での試作、そして一部製品の商業化へと段階が進んできました。
Graphene2026のような国際会議は、これらの材料の潜在能力を最大限に引き出し、新
たな市場を創出するために、学術界と産業界の連携を促進する上で不可欠です。このイ
ベントは、研究者たちが最新の知見を共有し、企業が新技術を評価し、共同開発の機会
を模索するプラットフォームを提供します。



今後の展望

Graphene2026会議は、グラフェンおよび2D材料技術の今後の方向性を決定づける重要
な役割を担っています。会議で発表された革新的な研究成果や産業応用事例は、次世代
エレクトロニクス、持続可能なエネルギーソリューション、先進医療技術の発展に大き
く貢献するでしょう。特に、低コストでの大規模生産技術、環境に配慮した製造プロセ
ス、そして特定のアプリケーションに最適化された機能化グラフェンの開発が、今後の
主要な焦点となる見込みです。このイベントを通じて形成される新たなパートナーシッ
プや協力関係が、グラフェン産業のさらなる飛躍を促進し、未来社会への影響を拡大し
ていくことが期待されます。

元記事: https://www.grapheneconf.com/2026/index.php

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.grapheneconf.com/2026/index.php


#41 メルクKGaAがBio-Techneを113億ドルで買収、ライ
フサイエンスツール強化へ；イプセンはKartos
Therapeuticsを最大17.5億ドルで取得し腫瘍パイプライン
拡大

概要

大手製薬会社メルクKGaAとイプセンが、それぞれBio-TechneとKartos Therapeuticsを
買収する大型M&Aを発表しました。メルクKGaAはBio-Techneを113億ドルで買収し、
ライフサイエンスツールとバイオ医薬品ワークフローインフラを強化します。一方、

イプセンはKartos Therapeuticsを最大17.5億ドルで取得し、腫瘍学および血液学のパイ
プラインを拡大します。これらの動きは、大手製薬会社がプラットフォーム能力や革

新的なパイプラインを求めて戦略的M&Aを活発化させていることを示しています。

公開日 2026年06月29日  BioBucks  アメリカ



詳細

主要成果

2026年6月29日に更新されたBioBucksのM&Aトラッカーによると、製薬業界では大型買
収が相次いでいます。特に、メルクKGaAがライフサイエンスツール企業Bio-Techneを
113億ドルで買収する契約を、またイプセンが腫瘍学および血液学に特化したKartos

Therapeuticsを最大17.5億ドルで取得する契約を締結しました。これらの取引は、大手
製薬会社が急速に進化するバイオテクノロジー市場において、その戦略的基盤を強化し
ようとする明確な意図を示しています。

技術・臨床詳細

メルクKGaAによるBio-Techneの買収は、ライフサイエンス研究ツール、診断薬、バ
イオ医薬品製造ワークフローインフラという広範なポートフォリオを対象としていま
す。Bio-Techneの持つ先進的な技術と製品は、メルクKGaAの研究開発能力と市場で
の地位を大きく向上させることが期待されます。

イプセンが買収したKartos Therapeuticsは、特定の腫瘍学および血液学領域における
新規治療薬候補を有しています。この買収により、イプセンは特に未充足医療ニーズ
の高い疾患分野でのパイプラインを拡充し、次世代の治療法開発を加速させることが
可能となります。買収額の最大17.5億ドルは、そのパイプラインの将来的な成功に対
する高い期待を反映しています。

背景・業界文脈

バイオテクノロジー業界は、技術革新の加速と未充足医療ニーズの拡大により、戦略的
M&Aが活発化しています。大手製薬会社は、既存の製品ラインを補完し、新たな成長
エンジンを獲得するために、革新的な技術プラットフォームや有望な臨床開発段階のパ
イプラインを持つ企業を積極的に買収しています。ライフサイエンスツール分野は、バ
イオ医薬品開発の基盤技術として重要性が高まっており、診断や研究ワークフローの効
率化に貢献します。また、オンコロジー領域は依然として最も有望かつ競争の激しい分
野の一つであり、新しい治療法への投資が続いています。



今後の展望

これらの買収は、今後もバイオテクノロジーM&A市場が活況を呈することを示唆して
います。大手製薬会社は、特定の疾患領域における専門知識、新しいモダリティ、ある
いは製造・研究基盤を強化するために、今後も小型から中型のバイオテクノロジー企業
への投資を継続すると予測されます。これにより、製薬業界全体のイノベーションが促
進され、患者への新しい治療選択肢の提供が加速されるでしょう。特に、ライフサイエ
ンスツールの統合は、創薬プロセス全体の効率化に寄与し、将来的には開発コストの削
減やリードタイムの短縮につながる可能性があります。

元記事: https://www.biobucks.co/biotech-ma-tracker-2026

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.biobucks.co/biotech-ma-tracker-2026


#42 Jyong Biotech、植物由来治療薬Botreso®のグローバ
ルライセンス交渉開始を発表、良性前立腺肥大症（BPH）
対象の第III相試験4件で安全性・忍容性を確立

概要

Jyong Biotech Ltd.が、BIO International Convention 2026にて、良性前立腺肥大症

（BPH）および下部尿路症状（LUTS）を対象とした新規植物由来薬候補Botreso®

（API-1）について、グローバルなライセンス供与交渉を進めていることを発表しまし
た。Botreso®は米国と台湾で実施された4つの第III相臨床試験を完了しており、良好な

安全性、忍容性、および臨床プロファイルが確立されています。この進展は、植物由
来治療薬の商業化に向けた重要な一歩であり、未充足医療ニーズに対応する新たな治
療選択肢を提供することを目指しています。

公開日 2026年07月03日  PR Newswire  台湾



詳細

主要成果

Jyong Biotech Ltd.は、2026年6月22日から25日にカリフォルニア州サンディエゴで開催
されたBIO International Convention 2026において、同社の植物由来治療薬ポートフォリ
オを披露し、特に良性前立腺肥大症（BPH）および下部尿路症状（LUTS）を対象とした
新規植物由来薬候補Botreso®（API-1）について、グローバルなライセンス供与交渉を
開始したことを発表しました。Botreso®は既に米国と台湾で4つの第III相臨床試験を完
了しており、その安全性、忍容性、および臨床プロファイルが確立されていることが強
調されました。

技術・臨床詳細

Botreso®（API-1）は、特定の植物から抽出された有効成分を基にした治療薬であ
り、BPHおよびLUTSの症状緩和を目的としています。植物由来の特性から、従来の
化学合成薬とは異なる作用機序や副作用プロファイルを持つ可能性が示唆されていま
す。

実施された4つの第III相臨床試験は、大規模な患者コホートにおいてBotreso®の有効
性と安全性を評価することを目的としました。これらの試験では、詳細な安全性デー
タが収集され、同薬が良好な忍容性プロファイルを有することが示されました。具体
的な有効性数値は公開されていませんが、「臨床プロファイルが確立された」との発
表は、統計的に有意な治療効果が認められたことを強く示唆しています。

植物由来薬は、その複雑な組成と作用機序の解明に課題を伴うこともありますが、
Jyong Biotechは厳格な臨床試験を通じてその品質と効果を立証しました。

背景・業界文脈

BPHとLUTSは、特に高齢男性に多く見られる慢性疾患であり、QOL（生活の質）に大き
な影響を与えます。既存治療法には効果不十分なケースや副作用の問題があり、新たな
治療選択肢が強く求められています。植物由来薬は、自然由来であるというイメージか
ら患者の受容度が高い傾向があり、適切に臨床検証されれば市場での大きな成功が期待
されます。BIO International Conventionのような大規模イベントでの発表は、グローバ
ルなパートナーシップ構築を目指す企業にとって重要なプラットフォームとなります。



今後の展望

Botreso®のグローバルライセンス交渉の開始は、Jyong Biotechがその植物由来薬ポー
トフォリオの商業化を本格的に推進する段階に入ったことを示しています。第III相試験
の完了と良好な安全性プロファイルの確立は、規制当局への承認申請に向けた強力な基
盤となります。成功すれば、Botreso®は世界中のBPHおよびLUTS患者に新たな治療選
択肢を提供し、植物由来治療薬市場におけるJyong Biotechの地位を確立するでしょう。
今後のライセンスパートナーシップの進展と市場投入が注目されます。

元記事: https://www.prnewswire.com/apac/news-releases/jyong-biotech-showcases-botanical-drug-

portfolio-at-bio-2026-international-convention-302816987.html

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.prnewswire.com/apac/news-releases/jyong-biotech-showcases-botanical-drug-portfolio-at-bio-2026-international-convention-302816987.html
https://www.prnewswire.com/apac/news-releases/jyong-biotech-showcases-botanical-drug-portfolio-at-bio-2026-international-convention-302816987.html


#43 Samsungの「グラフェンボール」技術がリチウムイ
オン電池容量を45%増、充電速度を5倍に向上させ、先進
材料市場を牽引、2032年に1022億ドル規模へ

概要

Samsungが開発した「グラフェンボール」技術が、リチウムイオン電池の容量を45%

増加させ、充電速度を5倍に加速するという画期的な成果を達成しました。この技術
は、先進材料市場、特にグラフェン複合材料分野の成長を強力に後押ししており、同
市場は2025年の252.5億ドルから2032年には1022億ドルに達すると予測されていま

す。Samsungは2026年から2027年にかけてグラフェン強化量子ドットディスプレイの
商業化も目指しており、ナノテクノロジーの産業応用が加速しています。

公開日 2026年06月26日  Industry Today  韓国



詳細

主要成果

Samsungが開発した「グラフェンボール」技術は、リチウムイオン電池の性能を大幅に
向上させることに成功しました。この革新的な材料は、電池容量を従来の45%増加させ
るとともに、充電速度を驚異的な5倍に高速化することを可能にしました。このブレー
クスルーは、先進材料および製造市場の成長を牽引する主要な要因の一つとなってお
り、グラフェン複合材料市場は2025年の252.5億ドルから2026年には307.3億ドルへ、さ
らに2032年までには1022億ドルへと急成長すると予測されています。

技術・臨床詳細

Samsungの「グラフェンボール」は、グラフェン層をシリカナノ粒子でコーティン
グすることで形成される特殊な複合材料です。これにより、リチウムイオンの移動が
促進され、高速充電と高容量化が同時に実現されます。具体的には、既存のグラフェ
ン技術と比較して、電池のエネルギー密度と電力密度の両面で大幅な改善が見られま
した。

この技術は、特に電気自動車やモバイルデバイスといった、高容量かつ高速充電が求
められるアプリケーションにおいて極めて高い潜在能力を秘めています。さらに、
Samsungは2026年から2027年にかけて、グラフェン強化量子ドットディスプレイの
本格的な商業化を目指しており、ディスプレイ技術にも革新をもたらす計画です。グ
ラフェンは、その優れた電気伝導性、熱伝導性、機械的強度から、次世代電子材料と
して広く注目されています。

背景・業界文脈

先進材料市場は、持続可能なエネルギーソリューション、高性能エレクトロニクス、軽
量構造材など、多岐にわたる産業分野からの需要に支えられ、高い成長率を維持してい
ます。特にグラフェンはそのユニークな特性により、「魔法の材料」として期待され、
バッテリー、ディスプレイ、センサー、複合材料などへの応用研究が活発化していま
す。リチウムイオン電池の性能向上は、電気自動車市場の拡大や再生可能エネルギー貯
蔵システムの効率化に不可欠であり、この分野での技術革新は社会全体のエネルギー転
換を加速させる重要な鍵となります。今後の展望



Samsungのグラフェンボール技術は、バッテリー性能の新しい標準を確立し、電気自動
車や携帯型電子機器の設計に革命をもたらす可能性を秘めています。グラフェン強化量
子ドットディスプレイの商業化は、視覚体験を向上させると同時に、省エネルギー化に
も貢献するでしょう。この技術の普及は、グラフェン産業全体の成長をさらに加速さ
せ、2032年までに1022億ドルという予測市場規模の達成を現実のものとします。競合
他社も同様の技術開発を加速させることが予想され、先進材料分野での技術競争が激化
する見込みです。

元記事: https://www.iceglobalnews.com/advanced-materials-future-manufacturing-2026/

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.iceglobalnews.com/advanced-materials-future-manufacturing-2026/


#44 Graphene Manufacturing Group (GMG)、グラフェ
ンコーティング「THERMAL-XR®」の北米初大量出荷を
達成し米国EPA認可を取得、グローバル商業化を加速

概要

Graphene Manufacturing Group Ltd. (GMG)は、そのグラフェン技術プラットフォーム

の商業化を大幅に加速させています。同社は、独自のTHERMAL-XR®グラフェンコー
ティングの北米市場への初の大量出荷を実現し、米国環境保護庁（EPA）からグラフェ
ンベース製品の米国での商業流通に必要な認可を取得しました。これらのマイルスト

ーンは、GMGのグローバルな生産能力拡大と新たな商業パートナーシップ確保の取り
組みを具体化するものであり、グラフェン技術の産業応用における重要な前進を示し
ています。

公開日 2026年07月02日  Barchart.com  カナダ



詳細

主要成果

Graphene Manufacturing Group Ltd. (GMG)は、グラフェン技術の商業化において複数の
重要なマイルストーンを達成しました。同社は、冷却・暖房効率を向上させる画期的な
THERMAL-XR®グラフェンコーティングの北米市場への初の大量出荷を成功させまし
た。さらに、GMGは米国環境保護庁（EPA）から、米国におけるグラフェンベース製品
の商業流通に必要な認可を取得したことを発表しました。これらの進展は、CEOのCraig

Nicol氏が言及したグローバルな商業成長と事業拡大戦略の具体的な成果です。

技術・臨床詳細

THERMAL-XR®は、GMGが開発した高性能グラフェンベースの熱伝導性コーティン
グです。このコーティングは、熱交換器やHVACシステムに適用することで、熱伝達
効率を大幅に向上させ、エネルギー消費量の削減に貢献します。北米への初の大量出
荷は、この製品が大規模な産業用途で実用化されたことを示しており、市場での受容
性が高まっていることを裏付けます。

米国EPAからの認可取得は、グラフェン製品が環境規制基準を満たしていることを公
的に保証するものであり、米国市場での本格的な商業展開に向けた大きな障壁を取り
除きました。この認可は、GMGの製品が安全性と環境適合性において高い基準を満
たしていることを投資家や顧客に示す重要な要素となります。GMGは生産能力の拡
大と新しい商業パートナーシップの確保に注力しており、特に電池技術を含む将来の
応用分野へのグラフェン供給体制を強化しています。

背景・業界文脈

グラフェンは、その卓越した熱伝導性、電気伝導性、機械的強度から、エネルギー効率
の向上、電子機器の高性能化、耐久性のある材料の開発など、幅広い産業分野での応用
が期待されています。しかし、その商業化には、製造コスト、品質の安定性、そして規
制当局の承認という課題が伴いました。GMGによる北米への大量出荷とEPA認可の取得
は、これらの課題を着実に克服し、グラフェンが実験室の段階から産業規模の実用化へ
と移行していることを示しています。今後の展望



GMGのTHERMAL-XR®の商業化の加速とEPA認可の取得は、同社にとって収益性の高い
市場での成長機会を創出します。北米市場でのプレゼンス確立は、さらなる国際的な拡
大への足がかりとなり、グラフェンベースの熱管理ソリューション分野におけるGMG
のリーダーシップを強化するでしょう。また、この成功は、グラフェンが単なる研究素
材ではなく、具体的な環境・経済的価値を提供する産業材料としての地位を確立しつつ
あることを業界全体に示唆しており、他のグラフェン応用製品の開発・商業化を促進す
る可能性があります。

元記事: https://www.barchart.com/story/news/3088888/graphene-manufacturing-tsxv-gmg-otcqx-

gmgmf-ceo-discusses-commercial-graphene-growth-and-global-expansion-watch-now
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#45 ZTT、Intersolar Europe 2026で「太陽光＋エネルギ
ー貯蔵＋水素」フル産業チェーンソリューションを発表、
コア材料からターンキーサービスまで垂直統合で低炭素エ
ネルギー移行を加速

概要

Jiangsu Zhongtian Technology (ZTT)は、Intersolar Europe 2026にて、「太陽光発電、
エネルギー貯蔵、水素生成」を垂直統合したフル産業チェーンとシステムソリューシ
ョンを展示しました。同社は、コア材料から電池セル、完全なシステム、そしてター

ンキーサービスまで、サプライチェーン全体を統合することで、信頼性の高い低炭素
エネルギー移行を可能にする能力を強調しました。この包括的なアプローチは、世界

のエネルギー構造変革において、効率的で持続可能なソリューションを提供すること
を目指しています。

公開日 2026年07月03日  PR Newswire UK  中国



詳細

主要成果

Jiangsu Zhongtian Technology（ZTT）は、2026年6月23日から25日まで開催された
Intersolar Europe 2026において、その革新的な「太陽光＋エネルギー貯蔵＋水素」のフ
ル産業チェーンおよびシステムソリューションを展示しました。同社は、コア材料の開
発から電池セル製造、完全なシステム統合、そして最終的なターンキーサービスに至る
まで、サプライチェーン全体を垂直統合する独自の能力を強調しました。この統合戦略
により、ZTTは世界中の顧客に対して、信頼性が高く、かつ低炭素なエネルギー移行を
実現するための包括的なソリューションを提供できることを示しました。

技術・臨床詳細

ZTTが展示した「太陽光＋エネルギー貯蔵＋水素」ソリューションは、太陽光発電に
よって生成された電力を効率的にエネルギー貯蔵システムに蓄え、必要に応じて電力
網に供給するか、または水素生成に利用するという多角的なアプローチをとります。
エネルギー貯蔵システムには、ナノテクノロジーを応用した高効率バッテリーや、長
寿命で安全性の高い蓄電池技術が組み込まれている可能性があります。

このシステムは、電力の安定供給、再生可能エネルギーの導入拡大、そして水素エネ
ルギーの生産・利用を促進することを目的としています。ZTTは、これらのシステム
において、高純度材料や最適化されたナノ構造を持つ電極材料など、基盤となるコア
材料の研究開発にも注力しており、システム全体の性能と耐久性を向上させていま
す。ターンキーサービスは、顧客が設計から設置、運用、メンテナンスまでを一貫し
てZTTに任せることで、導入の障壁を低減し、迅速なエネルギーソリューションの展
開を可能にします。

背景・業界文脈

気候変動への対応と持続可能な社会の実現に向けて、世界中で再生可能エネルギーへの
転換が加速しています。この動きの中で、太陽光発電は最も普及している再生可能エネ
ルギー源の一つですが、その間欠性はエネルギー貯蔵システムの発展を不可欠としてい
ます。さらに、水素はクリーンな燃料源およびエネルギーキャリアとして注目されてお
り、エネルギー移行の重要な柱と位置付けられています。ZTTのような企業が、これら3
つの要素を垂直統合したソリューションを提供することは、エネルギー効率の最大化、
コスト削減、そしてエネルギーセキュリティの強化に貢献する点で、業界にとって大き
な意味を持ちます。今後の展望



ZTTの統合型エネルギーソリューションは、産業界や都市レベルでの大規模なエネルギ
ー移行プロジェクトにおいて、極めて魅力的な選択肢となるでしょう。同社のサプライ
チェーン全体をカバーする能力は、システムの信頼性を高め、導入リスクを低減しま
す。この包括的なアプローチは、世界のエネルギー市場におけるZTTの競争力を強化
し、より多くの地域での展開を促進すると予想されます。今後、ZTTがどのようにグロ
ーバル市場でのパートナーシップを拡大し、具体的なプロジェクトを通じて低炭素社会
の実現に貢献していくかが注目されます。

元記事: https://www.prnewswire.co.uk/news-releases/post-show-recap-ztts-full-solar-energy-storage-

hydrogen-chain-shines-at-intersolar-europe-2026-302817464.html
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